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　10 月 15 日、
全国の花火師
が技を競う ｢
第 29 回やつし
ろ全国花火競技
大会」が球磨川
河川緑地で行わ
れ、約 30 万人
が訪れました。

今年は熊本地震からの復興を願い、
例年より2000発多い約 14000発
が打ち上げられ、秋の夜空を彩りま
した。

今月の表紙
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　ユネスコ無形文化遺産登録へ向け盛り上
がりを見せる九州三大祭「八代妙見祭」。
その神幸行事を裏方で支えているのが、小
嶋授
さずこ

子さんが会長を務める八代伝統芸能
衣装方だ。これまで10年にわたりボラン
ティア活動としてお上り行列の衣装着付け
を担当してきた。
　お上り行列は、1.5㎞にも及ぶ長さにな
る。「着付けは時間との勝負です。私たち
に遅れは許されません」。各セクションは
約 1時間で着付けを終わらせ、お上り行
列の出発を見守るそうだ。
　小嶋さんは結婚を機に着物と出会った。
日常生活の中で着物を着ることが多く、
徐々に着物への興味が深まっていく中で転
機が訪れる。夫の転勤で山鹿に引越をした
ときに、着付け講習生徒募集のチラシが目
にとまり、迷わず受講した。「夫にはとて
も感謝している。このきっかけがなければ
着付けの先生にはなっていなかったかもし
れない」と当時を振り返る。
　昭和 48年、着物着付けの資格を取得。
その後、夫の転勤で阿蘇に引っ越すと、そ
こで10年間にわたり着付け教室を開催し
た。「着付けの先生として、生徒といっしょ
になって勉強して腕を磨いた。1日に 6
時間以上講習することが多かったが、今で

着物と着付けは
　　　　一生の宝物

小嶋 授子 さん   （鼠蔵町）

八代伝統芸能衣装方

は楽しい思い出」と話す。この経験を生か
し八代に戻ってからも自宅で着付け教室を
主宰する傍ら、サンライフ八代やフレンド
リーやつしろでも教室を開催してきた。
　妙見祭の衣装着付けに携わるようになっ
たのは 10年前から。「自分の持っている
特技で祭りに協力したい」。着付けの資格
を持っている仲間と話し合って決めた。
　衣装着付けに大事なのが人材の確保だ。
毎月 1回、妙見祭衣装方着付け講習会を
開催し、後進の指導にも熱心に取り組む。
受講生もはじめての人からベテランの人ま
でさまざまだが、「最近は着付けが上手な
人が多くなってきた」と実感している。
　妙見祭のお上り行列は、獅子から飾馬ま
で 40の出し物におよそ 1700 人が参加
し、その衣装は出し物によって全て違う。
この着付けをする衣装方スタッフは約30
人だ。「衣装の種類が多いのでグループを
作って専門的に学び、短時間で着崩れしな
いように着付けることを心がけている」と
小嶋さん。今年の祭りが終わると同時に来
年に向けての活動が始まるため、1年間が
早く感じるそうだ。
　また、妙見祭だけでなく、くま川祭りで
はボランティアで浴衣の着付けをするな
ど、その活動範囲は広く、健康管理にも気
をつけている。
　「基礎や基本を大事にしつつ新しいアイ
デアを取り入れることも大事。短時間で美
しく着くずれしない工夫を日々考えてい
る」。着物と着付けは一生の宝物と語る小
嶋さんの探究心は止まらない。

▲妙見祭衣装方着付け講習会で手本を披露する
　小嶋授子さん（中央）
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寛
永
9
年
（
１
６
３
２
）
に
八
代
城

主
と
な
っ
た
細
川
忠た

だ
お
き興
は
、
入
城
以

来
、
在
城
14
年
間
に
妙
見
祭
の
振
興

に
心
魂
を
傾
け
ま
し
た
。
寛
永
13
年

（
１
６
３
６
）
に
寄
進
し
た
神
輿
の
天

井
に
は
、
自
ら
龍
の
絵
を
描
い
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

忠
興
の
没
後
は
、
八
代
城
に
入
城
し

た
松
井
氏
が
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
元
禄
期

以
降
、
行
列
に
獅
子
、
奴
、
笠
鉾
、
亀

蛇
な
ど
が
お
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
、
町
衆
や
百
姓
衆
も
参
加

し
て
天
下
泰
平
を
楽
し
む
祭
礼
へ
と
発

展
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　八代妙見祭は、九州三大祭の一つに数えられており、市内外からたくさん
の人出で賑わいを見せます。これまでも祭りの本質と伝統を守りながら、毎
年、現代に合った様々な仕掛けを考え、開催してきました。
　この祭りの一番の見所である「八代妙見祭の神幸行事」は、平成 23 年に
国の重要無形民俗文化財に指定されました。今後、ユネスコ無形文化遺産登
録も控えています。八代のお祭りから九州のお祭りへ、そして世界のお祭り
へ、世界中の人が八代の地へ足を運びたくなるような、古き良き時代を現代
に再現できるよう取り組みたいと考えているところです。
　今年の八代妙見祭の仕掛けは、衣装を新調し約 200 年前の絵巻を完全再
現したお上り行列です。八代妙見祭独自の武家文化と町衆文化の融合は、見
るものを圧倒します。八代駅前と砥崎河原には桟敷席も設けていますので、
ゆっくり観覧することができます。昔の八代妙見祭の神幸行列を想像しなが
ら歴史絵巻のストーリーを感じてください。
　八代妙見祭は、町内のお祭りではなく、市全体のお祭りと位置づけています。
お上り行列にはだれでも参加できます。ぜひ、一緒に祭りを楽しみましょう。

八
代
妙
見
祭
と
は
・・・

八代妙見祭保存振興会　会長
濵　大八郎さん

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
候
補

八
代
妙
見
祭

Interview

歴史絵巻のストーリーを感じてほしい

お下り【御夜】
11月 22日㈫
14:00　八代神社発
17:30　御夜（本町アーケード周辺）

お上り【神幸行列】
11月 23日㈷
7:30　塩屋八幡宮出発
8:30　やつしろハーモニーホール
9:00～ 11:30　八代駅前（演舞）
12:30～ 16:30　砥崎河原（演舞）
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￭

食
の
祭
典
「
妙
見
楼
」

　

午
後
5
時
30
分
～
8
時
30
分

　
（
が
ら
っ
ぱ
広
場
）

￭

御
夜
茶
会

　

午
後
5
時
30
分
～

　

限
定
２
０
０
席
程
度　

無
料

￭

雅
太
鼓

　

午
後
5
時
30
分
～

　
（
メ
イ
ン
広
場
マ
ル
ク
ラ
前
）

￭

笠
鉾
ご
朱
印
め
ぐ
り

　

午
後
５
時
30
分
～
8
時
30
分

　

各
笠
鉾
の
陣
を
巡
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
ご
朱
印
を
集
め
ま

せ
ん
か
。「
笠
鉾
ご
朱
印
帳
」
は
、
各

笠
鉾
展
示
場
所
な
ど
で
販
売
。（
1
冊

５
０
０
円
）

※
ご
朱
印
と
は
・
・
・
寺
院
や
神
社
に

参
詣
・
参
拝
し
た
際
、
証

あ
か
しと

し
て
授
け

与
え
ら
れ
る
印
影

￭

ホ
イ
ホ
イ
出
発
式

　

午
後
6
時
～（
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
）

￭

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

八
代
新
地
大
鞘
節
（
千
丁
町
）、
硴

原
子
ど
も
会
お
ざ
や
名
所
（
鏡
町
）、

芝
口
大
鞘
節
（
鏡
町
）、
銭
太
鼓
（
千

丁
町
）

￭

八
代
妙
見
紅
道
中

　
午
後
6
時
～

　
（
肥
後
銀
行
八
代
支
店
跡
出
発
）

￭

子
供
能

　
午
後
7
時
～

　
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

　

ほ
か
に
も
多
彩
な
催
し
も
の
が
あ
り

ま
す
。

￭

妙
見
祭
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー

　

11
月
20
日
㈰　

午
前
9
時
～
正
午

集
合
場
所　

市
役
所
南
側
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
市
役
所
バ
ス
停
裏
）

申
込
み
・
問
合
せ　

　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

１
　
獅し

し子

２
　
花は

な

奴や
っ
こ

３
　
木き

ん

馬ま

４
　
鉄て

っ
ぽ
う砲

５
　
毛け

槍や
り

６
　
白し

ら

に

ぎ

て

和
幣

７
　
籠か

ご

８
　
笠
鉾 

菊き
く

慈じ

童ど
う

９
　
神し

ん

馬め

10
　
神し

ん

馬め

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

11
　
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

武む

者し
ゃ

12
　
大お

お

麻ぬ
さ

13
　
大お

お

太だ

い

こ鼓

14
　
神し

ん
か
ん官

15
　
阿あ

す

は

の

か

み

須
波
神

16
　
火ひ

の
お
う王

・
水み

ず
の
お
う王・

風か
ぜ
の
お
う王

17
　
奏そ

う
が
く
お
お

楽
大
太だ

い

こ鼓

18
　
奏そ

う
が
く楽

19
　
四し

神し
ん

旗き

20
　
紙し

幣へ
い

21
　
弓ゆ

み

矢や

22
　
対つ

い

の
槍や

り

23
　
御お

ん

太た

ち刀

24
　
神み

輿こ
し

25
　
長な

ぎ
な
た刀

26
　
紫

む
ら
さ
き

翳さ
し
は

27
　
菅す

げ

翳さ
し
は

28
　
立た

て
が
さ傘

29
　
斎さ

い
し
ゅ主

30
　
笠
鉾 

本ほ
ん

蝶ち
ょ
う

蕪か
ぶ

31
　
笠
鉾 

蘇そ

鉄て
つ

32
　
笠
鉾 

西せ
い
お
う王
母ぼ

33
　
笠
鉾 

猩し
ょ
う
じ
ょ
う々

34
　
笠
鉾 

蜜み

柑か
ん

35
　
笠
鉾 

恵え

び

す

比
須

36
　
笠
鉾 

松ま
つ

37
　
笠
鉾 

迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

38
　
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬

39
　
亀き

だ蛇（
ガ
メ
）

40
　
飾か

ざ
り

馬う
ま（
花
馬
）

神幸行列の順番

御ご

や夜
　
11
月
22
日
㈫
　
午
後
5
時
30
分
～
8
時
30
分

　

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
出
し
物
が

勢
ぞ
ろ
い
。
9
つ
の
笠
鉾
や
亀
蛇
、

獅
子
な
ど
が
立
ち
並
び
、
本
町
ア
ー

ケ
ー
ド
一
帯
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
上
り
行
列
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
7
時
30
分
～

　
　

妙
見
祭
の
出
し
物
の
行
列（
お
上
り
）

は
、
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
妙
見
宮
ま
で
、
約

6
㎞
を
歩
き
ま
す
。
行
列
に
参
加
す
る
人

は
、
お
よ
そ
１
７
０
０
人
も
い
て
、
行
列

の
長
さ
は
約
1.5
㎞
に
な
り
ま
す
。

亀蛇 笠鉾
　亀蛇は、亀と蛇が合
体した想像上の動物で
す。その昔、妙見神が
亀蛇に乗って海を渡っ
て来たという伝説にち
なんだものと考えられ
ています。大きさは全
長 3m、 幅 は 2.5m、
重さは 100㎏以上も
あります。

　笠鉾は、八代城下の
町々から奉納されてい
るもので、全部で９基
あります。それぞれデ
ザインが異なり、商売
繁盛や子孫繁栄などの
おめでたい飾りが付け
られています。

獅子
　獅子は、角２本、胴
が赤と白の雄獅子と角
１本、胴が赤と黄色の
雌獅子で１対です。玉
振り役の童子と一緒に
チャルメラや太鼓、ド
ラに合わせて表情豊か
に演じます。

￭

妙
見
座
（
八
代
の
食
と
物
産
フ
ェ
ア
）

　

11
月
23
日
㈷　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
（
宮
地
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

ＮＥＷ !
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23
日
の
交
通
規
制

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

塩
屋
八
幡
宮
付
近

午
前
6
時
30
分
～

　
建
馬
町
交
差
点
～
本
町
ア
ー
ケ
ー

ド
街
方
面
は
車
両
進
入
禁
止

本
町
一
丁
目
付
近

午
前
7
時
30
分
～

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
方
面
へ
は
車

両
進
入
禁
止

大
手
町
～
八
代
駅
前
付
近

午
前
8
時
30
分
～
正
午
頃

　
大
手
町
交
差
点
～
八
代
駅
前
演
舞

会
場
方
面
へ
は
車
両
進
入
禁
止

宮
地
付
近

午
前
9
時
～
午
後
9
時

　

八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
周
辺
は
車
両

進
入
禁
止

　

国
道
3
号
追
分
バ
ス
停
～
八
代
神
社

（
妙
見
宮
）
の
県
道
は
午
前
9
時
～
午

後
9
時
車
両
進
入
禁
止
（
一
部
は
午
後

6
時
）

八代妙見祭保存振
興会総務局地域連
携部会　副部会長　
水田千春さん

八代妙見祭
笠鉾連合会　会長　
長江弘至さん

P

P

P

P

八代駅

新
八
代
駅

新
八
代
駅

塩屋八幡宮（出発）
7:30  神 幸 行 列 出 発
8:00  亀蛇・飾馬 砥崎河原（演舞）

12:30  獅子舞
13:10  花　奴
　　　［行列順に演舞］
14:15  亀　蛇
14:30  飾　馬

※桟敷席・マス席（有料）

臨時駐車場からシャトルバスを運行します。（8:00 ～ 18:00）
雨天などの事情で一部の神幸行列が中止となる場合、本町アーケード街で笠鉾
などを展示し、近くに臨時バス停を設置します。　※有料　片道100円／人

本町札の辻
19:30  獅子舞

妙見中宮
14:30  神輿・神馬・獅子舞

八代神社（妙見宮）
11:00  神輿到着
11:15  獅子舞
　～12:15 （境内および神社前）

宮地小学校グラウンド

10:00 ～ 16:00  妙見座
 （八代の食と物産フェア）
11:00 ～ 12:30  
笠鉾・亀蛇・木馬・籠を展示
13:00
神幸行列が砥崎河原へ出発

八代駅前（演舞）
  9:00  子供獅子・子供奴
  　　　［行列順に演舞］
10:20  亀蛇・飾馬
　～11:30
※桟敷席（有料・ハートフルゾーン）

ハーモニーホール（演舞）
8:30  行 列 先 頭 到 着
　　　［行列順に演舞］

※ハートフルゾーン
9:15  亀蛇・飾馬

球磨川河川緑地

球磨川

市役所

日本製紙グラウンド

追分三差路

追分三差路

県地域振興局

八代 IC

至熊本

御夜会場

神幸行列経路
シャトルバス運行経路

雨天時のシャトルバス運行経路
臨時駐車場

シャトルバスバス停

 （新八代駅（東口） ～ 県地域振興局 ～ 追分臨時バス停 ～ 球磨川河川緑地）

　静と動が
織りなす八
代妙見祭の
静の部分が
笠鉾。水引
きなど間近
で見て、そ
の素晴らし
さを感じて
ほ し い で
す。　

　オススメ
は本町札の
辻で行われ
る獅子舞。
夜に提灯を
灯して獅子
が舞う昔な
がらの雰囲
気を味わう
ことが出来
ます。

　妙見座で
がめさん折
り紙「オリ
ガメ」を作
り、くまもん
と一緒にが
めさんダン
スを踊りま
す。是非、親
子で参加し
てください。

　神幸行列
では鳴り物
がなく、「ホ
イホイ」のか
け声で進む
静かさが魅
力。その中で
各笠鉾の特
徴を見て楽
しんでくだ
さい。

八代妙見祭保存振
興会総務局渉外部

会長　
飯田哲さん

八代経済開発同友会　
代表幹事　

杉本隆之さん

わたしの見どころポイント

お上り見どころマップ

（総合案内・実施本部）

新八代駅
（東口）
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桟
敷
席
販
売
中
　
お
上
り
（
11
月
23
日
）

砥
崎
河
原
マ
ス
席
　
※
1
マ
ス
6
人
ま
で
可

　
　
　
　

　
　
　
　

前
列　

１
８
０
０
０
円　

中
列
１
５
０
０
０
円　

後
列
１
２
０
０
０
円

八
代
駅
前　
（
１
６
８
席
＋
ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
8
席
）

　

1
席
２
０
０
０
円　

※
ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
は
同
伴
者
1
人
含
む

販
売
・
問
合
せ　

八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

本
町
商
店
街
と
の
連
携

　

総
合
案
内
所
を
設
置
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
内

の
案
内
や
妙
見
祭
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
。

と
　
き　

11
月
21
日
㈪
～
22
日
㈫

と
こ
ろ　

が
ら
っ
ぱ
広
場
（
本
町
一
丁
目
）

　
　
　
　

ほ
か

主
催　

ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会

妙
見
祭
の
1
ヵ
月

　
　
　（

11
月
1
日
～
12
月
1
日
）

11
月
1
日
㈫
　
正
午
　
注し

め
お
ろ
し

連
卸

　

八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
に
納
め
て
い
た
獅
子
頭
の
封
印

を
解
き
、
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

11
日
㈮  

午
前
７
時　

馬う
ま
ぞ
ろ揃

い

　

八
代
神
社
で
そ
の
年
に
奉
納
さ
れ
る
飾
馬
の
計
測
と
お

は
ら
い
を
し
ま
す
。

15
日
㈫  

午
前
11
時　

浅
井
神
社
大
祭

　

七
五
三
で
も
有
名
な
浅
井
神
社
（
八
王
社
）
の
祭
り
で
、

獅
子
舞
と
神
馬
を
奉
納
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
松
浜
軒

の
庭
園
で
も
獅
子
舞
が
見
ら
れ
ま
す
。
※
午
後
1
時
頃
～

3
時
頃
は
入
園
無
料

18
日
㈮  

午
前
11
時　

中ち
ゅ
う
ぐ
う宮
祭

　

砥
崎
河
原
上
流
の
妙
見
中
宮
で
祭
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

22
日
㈫  

午
後
２
時　

行
列（
お
下
り
）

　

神
輿
と
神
馬
の
一
行
が
八
代
神
社
か
ら
塩
屋
八
幡
宮
ま

で
行
列
を
行
い
ま
す
。

23
日
㈷  

午
前
７
時
30
分　

行
列（
お
上
り
）

　

塩
屋
八
幡
宮
か
ら
八
代
神
社
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。

12
月
１
日
㈭  

午
前
11
時　

注し
め
お
さ
め

連
納

　

封
印
し
た
獅
子
頭
を
神
社
に
納
め
、
ま
た
翌
年
の
神
馬
奉

納
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ハートフルゾーンの対象は車いす利用者（介助者 1 人含む）のみです。
観覧席などの場所取りは自己責任となります。八代駅前演舞会場（有料）
にも桟敷席（8 席）を設置しています。

亀　蛇　迦陵頻伽　　松　　恵比須　蜜　柑　猩　々　西王母　蘇　鉄　本蝶蕪

  

奴 

　
木
馬
　
　
鉄
砲
　
毛
槍
　
白
和
幣
　  

籠

　　　　　　　　　　　　　　　　斎　主　　～　　神　輿　　～　　甲冑武者　　　　　菊慈童

多目的広場
（芝生広場）

8:30 先頭到着予定

馬追い・紹介場所

出町公園

ハートフ
ルゾーン

ハ
ー
ト
フ

ル
ゾ
ー
ン

ハートフルゾーン
案内経路

ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン

案
内
経
路

トイレ
や
つ
し
ろ

ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

ハートフルゾーン（車いす専用エリア）

八代妙見祭保存振興会
（事務取次 市文化振興課）

☎070-5819-8246

八 代 妙 見 祭 Ｈ Ｐ http://www.myouken.com/ 
※ 23 日当日、砥崎河原からライブ中継あり（午後 0 時 15 分から）
八代妙見祭 facebook ページ　http://www.facebook.com/myokensai  
砥崎河原から実況ラジオ　エフエムやつしろ　76.5MHz
※インターネットサイマルラジオでも配信

す
べ
て

完 

売

八代妙見祭に関する問合せ

八代妙見祭フォトコンテスト
題  　材  ：今年の八代妙見祭期間中（11/1～12/1）の
　　　　　行事や風景など　　　  ※ 1人3作品まで
応募締切：12月2日㈮　当日消印有効
結果発表：12月中旬
賞：グ ラ ン プ リ　1点    賞金10万円・賞状・副賞
　　準グランプリ　1点    賞金  5万円・賞状・副賞
　　部門賞　 10点程度　 賞状・副賞
提出先：〒 866-0844 
　　八代市旭中央通 3-11 ＴＳビル 3 階    
　　八代妙見祭保存振興会（事務取次  市文化振興課）
　　『八代妙見祭フォトコンテスト』係

※ドローンによる撮影は禁止です。

　出し物（獅子舞、木馬、子供亀蛇、
子供飾馬など）の参加者やスタッ
フ（衣装着付け、案内、運営）を募集
しています。参加資格など詳しく
は、ホームページをご覧ください。

八代妙見祭ホームページ
http://www.myouken.com/

参加者・ボランティア
スタッフ募集

全国山鉾連
参加者席
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￭

約
1
ヵ
月
間
、
い
つ
で
も
笠
鉾

に
会
え
る
「
笠
鉾
　
特
別
展
示
」

と
　
き
　

11
月
13
日
㈰
～
12
月
10
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

と
こ
ろ
　
が
ら
っ
ぱ
広
場

　
　
　（
本
町
一
丁
目
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

　
9
基
の
笠
鉾
が
3
回
に
分
け
て
展
示

さ
れ
ま
す
。
期
間
中
、
や
つ
し
ろ
観
光

ガ
イ
ド
協
会
が
八
代
妙
見
祭
と
笠
鉾
に

つ
い
て
随
時
説
明
し
ま
す
。

　
11
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰
は
組
立
、
12

月
11
日
㈰
は
解
体
の
見
学
が
で
き
ま

す
。
組
立
場
所
・
時
間
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料

￭

「
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連

合
会
総
会
　
八
代
大
会
」

と
　
き　

11
月
22
日
㈫
・
23
日
㈷

　
国
の
重
要
有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
た
山
・
鉾
・
屋
台
と
そ

の
行
事
に
関
す
る
保
護
団
体
を
中
心
に

組
織
さ
れ
て
い
る
「
全
国
山
・
鉾
・
屋

台
保
存
連
合
会
」
の
総
会
が
本
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
妙
見
祭
と
と
も
に
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
が
予
定
さ

れ
て
い
る
全
国
の
祭
り
関
係
者
な
ど
約

４
０
０
人
が
八
代
を
訪
れ
、
研
修
や
祭

り
視
察
を
行
い
ま
す
。

￭

八
代
妙
見
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
『M

EM
O

R
IA

L

　

FES
TA

』
開
催

～
八
代
の
宝
か
ら
、
世
界
の
宝
へ
！
そ

し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
!!
～

と
　
き　

12
月
3
日
㈯　

午
後
4
時
～

と
こ
ろ　

八
代
神
社

　
　
　
　

宮
地
小
学
校
周
辺

対
　
象　

ど
な
た
で
も

※
参
加
無
料

問
合
せ
　
八
代
経
済
開
発
同
友
会

　
　
　
　
☎
32
５
６
２
０

￭

「
八
代
妙
見
祭
ユ
ネ
ス
コ
登
録
　

吉
村
作
治
特
別
講
演
会
」

「
日
本
の
祭
り
と
そ
の
起
源
」
～
日
本

の
祭
り
の
起
源
は
エ
ジ
プ
ト
に
あ
っ

た
！
～

と
　
き
　

12
月
17
日
㈯
　
午
後
2
時
～

と
こ
ろ
　
厚
生
会
館

講
　
師
　
吉
村
作
治
氏

　
　
　
　（
東
日
本
国
際
大
学
学
長
　
　
　

　
　
　
　  
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

※
入
場
無
料

※
た
だ
し
、入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

11
月
15
日
㈫
か
ら
厚
生
会
館
、
千
丁
文

化
セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
ま
す
。（
1
人
4
枚
ま
で
）

八代神社（妙見宮）宮司
（八代妙見祭保存振興会　名誉会長）

　小林綠
ろ く ろ う

郎さん

　八代妙見祭は、神社の歴史とともに脈々と受け継がれてきました。今回のユネスコ無
形文化遺産登録については「このお祭りを継承し、後世に残していきたい」という、思
いで行ってきたさまざまな活動が認められたのではないかと思っています。これからも
多くの人とともに祭りに携わっていく中で、神幸行列に参加される人はもちろん、市内
外から見に来られる人にも楽しんでいただき、常に先を見据え、祭りの本質を見失うこ
となく、後世に繋げていくことが出来れば嬉しく思います。 　

八代妙見祭保存振興会
総務局長　宮﨑浩二さん

　八代妙見祭は平成 23 年に国の重要無形民俗文化財の指定を受けて、「全国山・鉾・
屋台保存連合会」に加入しました。その中で妙見祭の歴史を継承しながら、御夜やちびっ
こ妙見祭など賑わいづくりをするための仕掛けを作ってきたことが、今回のユネスコ無
形文化遺産登録へと繋がっていると思います。もちろん、市民のご理解とご協力のおか
げでもあります。今後、もっと広く発展させていくためにもユネスコ無形文化遺産登録
の吉報が待ち遠しいです。

Interview

八代妙見祭を後世に残していきたい

Interview

八代の宝から世界の宝へ

いよいよ
ユネスコ無形文化遺産登録へ
　八代妙見祭の神幸行事は、平成27年3月に全国32の祭りとともに「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文
化遺産への登録を提案されました。11月28日からアフリカのエチオピアで開催されるユネスコ政府間委員会で審
査後、登録される予定です。
　ユネスコ無形文化遺産登録へ向けて市全体の機運を高めるため、さまざまな催しが行われます。

問合せ　文化振興課☎33-4533
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平成 29年度

保育園の入園申し込み
　保育園とは、子どもを保育できない家族に代わって保育するところで
す。0歳児から小学校入学前まで、年齢と個々の発達に応じて適正な乳
幼児保育（養護と教育）をします。※幼稚園の入園申し込みに関する記事はP10に掲載。

　
　
保
育
園
の
入
園
申
し
込
み

受
付
期
間

　

11
月
14
日
㈪
～
12
月
9
日
㈮

受
付
場
所

　

■
入
園
希
望
の
保
育
園

　

■
こ
ど
も
未
来
課（
本
庁
仮
設
庁
舎
）

　

■
各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

※
番
号
法
施
行
に
伴
い
、
申
込
時
に
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
本
人
確
認
を
し
ま

　
す
の
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通

　
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

　
確
認
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　
　
　
　
　   
記
載
が
必
要
な
人
〉

　

子
ど
も
本
人
、父
母
、同
居
祖
父
母

　
　
入
園
の
要
件

　
　
　
　
　（
保
育
の
必
要
性
の
認
定
）

　

①
父
母
が
就
労
し
て
い
る
。

　

②
母
が
出
産
の
前
後
で
あ
る
。（
入

　
　

園
期
間
は
出
産
予
定
日
の
前
後

　
　

３
カ
月
）

　

③
父
母
が
病
気
・
障
が
い
で
あ
る
。

　

④
家
族
の
看
護
や
介
護
に
あ
た
る

　
　

た
め
。

　

⑤
災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
あ

　
　

た
っ
て
い
る
。

　

⑥
父
母
が
求
職
活
動
を
継
続
中
で

　
　

あ
る
。（
入
園
期
間
は
3
カ
月
以
内
）

　

⑦
父
母
が
就
学
中
で
あ
る
。

　
　
保
育
時
間
の
認
定

　
　（
標
準
時
間
、
短
時
間
の
認
定
）

　

父
母
の
就
労
時
間
の
状
況
な
ど
に

よ
り
、
保
育
時
間
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
理
由
に
つ
い
て
は
状
況
に
応

　
じ
て
、
標
準
・
短
時
間
を
認
定
し
ま
す
。

※
保
育
標
準
時
間
・
短
時
間
を
越
え
て
保

　
育
が
必
要
な
場
合
は
、
原
則
と
し
て
延

　
長
保
育
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

⑧
社
会
的
養
護
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
（
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
恐
れ
）

　

⑨
入
園
児
以
外
の
児
童
を
対
象
と

　
　

し
て
育
児
休
業
中
で
あ
り
、
引

　
　

き
続
き
入
園
が
必
要
で
あ
る
。

　

⑩
そ
の
他
、
市
が
保
育
を
必
要
と

　
　

認
め
る
場
合
。

　
　
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

■
子
ど
も
の
父
母
の
市
民
税
課
税
額

　

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
4

　

～
8
月
の
保
育
料
は
平
成
28
年
度

　

の
市
民
税
課
税
額
、
9
月
分
以
降

　

の
保
育
料
は
平
成
29
年
度
の
市
民

　

税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
父
母
の
収
入
の
合
計
が
２
０
０
万
円
以

　
下
の
場
合
と
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
収
入

　
が
１
３
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、
同
居

　
の
祖
父
母
な
ど
の
う
ち
、
家
計
の
中
心

　
と
な
る
人
、
1
人
分
の
課
税
内
容
を
加

　
算
し
ま
す
。

■
同
一
世
帯
か
ら
、
同
時
に
2
人
以

　

上
入
園
す
る
場
合
は
、
保
育
料
の

　

軽
減
が
あ
り
ま
す
。
第
3
子
以
降

　

は
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
か
ら
年
収
約
３
６
０

　

万
円
未
満
の
ひ
と
り
親
等
世
帯
・

　

多
子
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
育
料

　

の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

保育標準時間 
（最長1日11時間）

就労時間が月120時間以上

妊娠・出産

災害復旧

DVや虐待

保育短時間 
（最長1日8時間）

就労時間が月120時間未満

求職活動中

育児休業中の継続利用

保 育 時 間 の 認 定

　

・
ひ
と
り
親
等
世
帯

　
　

第

一

子･･･

半
　
額

　
　

第
二
子
以
降･･･

無
　
料

　

・
多
子
世
帯

　
　

第

一

子･･･

全
　
額

　
　

第

二

子･･･

半
　
額

　
　

第
三
子
以
降･･･

無
　
料

※
年
収
約
３
６
０
万
円
未
満
と
は
、
二
人

　
親
世
帯
で
は
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算

　
額
が
5
万
７
７
０
０
円
未
満
。
ひ
と
り

　
親
等
世
帯
で
は
7
万
７
１
０
１
円
未
満
の

　
世
帯
で
す
。

※
保
育
料
は
、
公
立
・
私
立
と
も
同
額
で
す
。

　
　
保
育
料
決
定
に
必
要
な
書
類

　

子
ど
も
の
父
母
が
、八
代
市
外
に
居

住
の
場
合
や
平
成
28
年
1
月
2
日
以

降
に
八
代
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
は
、平

成
28
年
度
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
父
母
が
、
平
成
28
年
1

認定の手続きが必要です
　入園に伴い、各家庭の希望や状

況に応じた認定が必要です。手続

きは保育園・幼稚園の入園手続き

と一緒に行っていただきます。

子どもが満3歳以上で

幼稚園を希望する場合

→（1号認定）幼稚園、認定こども園

子どもが満3歳以上で

保育が必要な場合

→（２号認定）保育園、認定子ども園

子どもが満3歳未満で

保育が必要な場合

→（３号認定）保育園、認定こども園、

　　　　　　地域型保育

問合せ　こども未来課☎33-8721
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園
の
情
報
を
提
供

　

各
保
育
園
の
保
育
時
間
や

定
員
、
延
長
保
育
な
ど
の
実

施
状
況
、
保
育
方
針
と
内

容
、
給
食
や
お
や
つ
、
病
児

の
対
応
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
位
置
図
な
ど
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
未
来
課
や
各
支

所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所
で

も
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
や
つ
し
ろ
あ
っ
た
か
ね
っ
と
」
に

も
各
保
育
園
の
詳
し
い
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

I http://attaka.city.

　

  yatsushiro.kum
am

oto.jp/

　
　
在
園
児
の
場
合

　

現
在
、
保
育
園
に
入
園
中
で
、
来

年
度
も
継
続
し
て
入
園
を
希
望
す
る

場
合
は
「
保
育
園
入
園
継
続
届
」
が

必
要
で
す
。
来
年
度
か
ら
園
の
変
更

を
希
望
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　

届
出
書
類
は
、
11
月
下
旬
に
在
園

中
の
保
育
園
で
配
付
し
ま
す
の
で
、

12
月
2
日
㈮
ま
で
に
、
同
保
育
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
年
度
途
中
の
入
園
申
し
込
み

　

申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
希
望
月

の
前
月
20
日
が
締
切
日
で
す
。
20
日

が
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前

の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
29
年
2
月
・
3
月
の
入
園
申
し

込
み
は
、
平
成
29
年
1
月
20
日
㈮
で

締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、
出
産
や
入

院
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
ま
す
。

保育の必要性の認定基準（保護者の状況） 指　数
就 労 常勤、臨時、パート、自営業など 10 ～ 6
出 産 出産予定日の前後３カ月 10
疾病・障がい 入院や障がいのため 10 ～ 3
看 護・ 介 護 病院への付き添いや介護のため 10 ～ 3
求 職 就労意欲があり、引き続きの在園が必要な場合 3
就 学 大学や職業訓練のための通学 10 ～ 6
虐 待・ Ｄ Ｖ 児童虐待やＤＶの恐れがある場合 10
育 児 期 間 育児休業中であり、引き続き在園が必要な場合 5
災害・その他 災害・その他上記以外の理由 10 ～ 3

保育の優先基準（家庭の状況） 指　数
母子・父子世帯 15
生活保護世帯 5
失業に伴う求職活動 3
社会的養護が必要 10
障がいを有している 3
育児休業からの復職 10
兄弟が既に在園している。 5
その他（入園が望ましいと認められる世帯） 5

保 育 園 入 園 の 選 考 基 準

公立保育園 私立保育園 八代市　公私立保育園一覧表
施 設 名 定員 所 在 地 電話番号

郡
築

郡築しおかぜ 70 郡築６番町 81-3 37-0426
白 島 ぎ ん が 45 郡築２番町 110-3 37-0202
昭 和 60 昭和明徴町 834-7 37-2393

宮
地

宮 地 さ く ら 45 宮地町 33 32-3470
バ ン ビ 70 西宮町 1452 34-3514

日
奈
久

み ず ほ 60 日奈久大坪町 3680-1 38-0462
天 真 60 日奈久上西町 372-4 38-0505

二
見

二 見 中 央 50 二見下大野町 131 38-9420
光 嶺 50 二見本町 982 38-9032

坂

本

あ さ ひ 50 坂本町鶴喰 2207-2 45-8736
川 岳 60 坂本町川嶽 2371-2 45-8305
真 愛 20 坂本町百済来上 2718-1 45-8809
わ か あ ゆ 50 坂本町西部ろ 243-10 45-3117

千

丁

千 丁 み ど り 120 千丁町新牟田 1357-3 46-0088
あ け ぼ の 100 千丁町新牟田 141-1 46-0126
和 晃 60 千丁町古閑出 2211-3 46-2638

鏡

鏡 120 鏡町鏡村 190-4 52-0453
鏡 第 二 45 鏡町芝口 1-3 52-1267
北 新 地 海 音 60 鏡町北新地 709-3 53-9426
有 佐 80 鏡町中島 1344 52-0508
鏡 し ら ぬ い 55 鏡町野崎 542 53-9304
文 政 115 鏡町両出 65-2 52-1055
文 政 第 二 55 鏡町貝洲 826-1 53-9454
若 葉 70 鏡町下有佐 252 52-1398

東
陽

河 俣 25 東陽町河俣 2620 65-2267
太 陽 50 東陽町南 3100-1 65-2214

泉 下 岳 45 泉町下岳 1687 67-2527

施 設 名 定員 所 在 地 電話番号
代
陽

白 鷺 90 本町２丁目 3-46 35-1820
つ る ま る 140 横手町 1648 34-1003

八

代

ゆかり乳児 70 八幡町 1-51-2 35-3093
八代ひかり 240 新地町 1-18 33-5391
ひかり夜間 20 新地町 1-27-4 33-5390
パ ー ル 80 築添町 1625-1 35-5782

太
田
郷

太田郷ひびき 60 日置町 308 32-3374
く お ん 90 上片町 1549 32-3051
夕 葉 70 若草町 3-5 32-7746
か ら た ち 40 萩原町 1 丁目 7-36 33-3722
た か ら 100 清水町 4-7 33-5502
八代ひまわり 90 井上町 330 34-7008
い ず み 90 植柳元町 5940 32-6067

麦

島

や す ら ぎ 60 古城町 2264-3 33-3538
キューピー 50 迎町２丁目 13-7 33-3395
八 代 白 梅 60 千反町１丁目 3-3 34-4501

松

高

杉 の 実 100 井揚町 2274 33-5503
し ら ぬ い 120 高小原町 1507-1 34-1002
八 代 双 葉 90 松崎町 453-4 32-3279

八
千
把

八 千 把 90 上野町 1268-2 35-7725
わ か み や 90 古閑中町 1356 35-3115
海 士 江 140 海士江町 3428 33-0343
わ ら び 130 田中西町 14-10 35-6388

高

田

高田あけぼの 60 本野町 522 32-3923
高 田 東 部 130 豊原上町 2920-2-4 32-4690
八代つくし 130 高下西町 2283 34-5308

金

剛

金剛みどり 60 高植本町 1609-2 32-5380
ひ の で 150 三江湖町 1427 35-9501
揚 町 80 揚町 35-2 35-6666

植柳

昭和

平成 28年 9月 1日現在

月
1
日
現
在
、
八
代
市
内
に
居
住
の

場
合
、
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
入
園
の
選
考
と
決
定

　

定
員
を
上
回
る
入
園
希
望
が
あ
る

場
合
は
、
下
表
の
保
育
の
必
要
性
の

認
定
基
準
と
保
育
の
優
先
基
準
に
基

づ
い
て
点
数
化
し
、
指
数
の
合
計
が

高
い
子
ど
も
か
ら
入
園
決
定
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
面
接
を
基
に
保
育
の

必
要
性
が
高
い
子
ど
も
を
優
先
的
に

決
定
し
ま
す
。
面
接
は
第
1
希
望
の

保
育
園
で
行
い
、
日
時
は
園
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
兄
弟
姉
妹
に
入
園
中
の
園
児
が
い
る

　
場
合
は
面
接
不
要

※
優
先
例･･･

入
園
の
要
件
が
「
求
職
中
」

　
よ
り
「
現
在
就
労
中
」
の
家
庭
の
子
ど

　
も
が
優
先
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【
募
集
要
項
】

　

市
内
に
居
住
し
（
平
成

29
年
４
月
か
ら
市
内
へ
の

居
住
が
確
実
な
場
合
も
含

む
）、
保
護
者
の
責
任
で
登

降
園
や
送
迎
が
で
き
れ
ば
、

ど
こ
の
園
へ
も
応
募
で
き

ま
す
。

　

応
募
数
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
八
代
市
立
幼
稚
園
と
の
掛

け
持
ち
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

園
児
総
数
が
、
応
募
の
あ
っ
た
園
児
を
含
め
18
人

に
満
た
な
い
場
合
は
、
教
育
効
果
を
考
慮
し
休
園
と

し
ま
す
。

【
対
象
児
】

　

3
歳
児　

Ｈ
25
年
4
月
2
日
～
Ｈ
26
年
4
月
1
日
生

　

4
歳
児　

Ｈ
24
年
4
月
2
日
～
Ｈ
25
年
4
月
1
日
生

　

5
歳
児　

Ｈ
23
年
4
月
2
日
～
Ｈ
24
年
4
月
1
日
生

園　名 ３歳児 ４歳児 ５歳児 所 在 地 電話番号

代 陽 幼 稚 園 20 人 70 人 70 人 西松江城町 2-41 32-2455

太田郷幼稚園 20 人 70 人 70 人 上日置町 2161 32-2361

植 柳 幼 稚 園 20 人 35 人 70 人 植柳上町 340 32-3709

麦 島 幼 稚 園 20 人 35 人 70 人 迎町 1 丁目 16-1-2 32-3937

松 高 幼 稚 園 20 人 70 人 70 人 永碇町 741 32-3257

千 丁 幼 稚 園 20 人 35 人 35 人 千丁町新牟田 1340 46-2118

【公立幼稚園の募集園と定員】
私立幼稚園の募集要項などは、　
各私立幼稚園へ直接お問い合
わせください。

問
合
せ
　
学
校
教
育
課 

☎
30
１
６
７
３

預
か
り
保
育
試
行
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

幼
稚
園
と
は

休
業
期
間

見
学
・
体
験
入
園

募
集
案
内

預
か
り
保
育
試
行
事
業

平
成
29
年
度

▼ 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
子
ど
も
が
初
め
て
出
会

う｢

学
校｣

で
す
。

▼ 

子
ど
も
の
発
達
を
踏
ま
え
て
、
初
め
て
の
集
団 

生
活
の
中
で
一
人
一
人
の
良
さ
や
、可
能
性
を
伸

ば
し
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
い

ま
す
。

学
年
始
休
業
日　

4
月
1
日
～
7
日

夏 

季 

休 

業 

日　

7
月
21
日
～
8
月
31
日

冬 

季 

休 

業 

日　

12
月
27
日
～
1
月
7
日

学
年
末
休
業
日　

3
月
末
に
5
日
以
内

▼
園
内
見
学
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
親
子
体
験
入
園
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
園
へ　

　

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

教
育
時
間
終
了
後
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
預
か

り
保
育
を
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】　
平
成
28
年
度
か
ら
2
年
間　
　

【
実
施
日
】   

通
常
の
登
園
日（
土
日
、祝
日
、長
期
休

　

業
日
以
外
の
日
）。た
だ
し
、通
常
の
登
園
日
で
実

　

施
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

【
対
象
園
児
】　

　

八
代
市
立
幼
稚
園
在
園
児

　
※
在
園
中
の
園
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

【
預
か
り
保
育
料
】　

　

園
児
１
人
に
つ
き
、

　

１
日
利
用
当
た
り
１
０
０
円

【
受
付
】

日
　
時　

11
月
14
日
㈪
～
11
月
30
日
㈬

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
　
　
　
※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

場
　
所　

各
幼
稚
園

持
参
品　

　

は
が
き
1
枚
（
表
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
保
護
者

名
を
記
入
）、
申
込
書
を
持
参
す
る
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
証
明

【
納
入
金
】

［
参
考
］

▼
平
成
28
年
度  

保
育
料
上
限　

５
９
０
０
円

　

※
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
保
育
料
は
変
わ
り

　
　

ま
す
。

　

※
平
成
29
年
度
の
保
育
料
は
、変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
給
食
費
や
後
援
会
費
、材
料
費
、絵
本
代
な
ど
、  

　

毎
月
５
０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

　

※
各
園
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

　

※
入
園
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

八代白百合学園幼稚園   
　　　　　　　　（☎ 33-2329）

八 千 把 幼 稚 園　（☎ 35-7715）

松 寿 幼 稚 園　（☎ 37-0303）

認定こども園聖愛幼稚園
　　　　　　　　（☎ 32-3303）

児
童
虐
待
の
状
況

八
代
市
立
幼
稚
園

園
児
募
集
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いちはやく
問合せ　こども未来課 ☎ 33-8721

児
童
虐
待 

と
は

早
め
の
発
見
と
相
談
が
大
切

あなたのその手
さしのべて

児
童
虐
待
の
状
況

※お住まいの地域の児童相談所
　につながります。

※一部のＩＰ電話からはつなが
　りません。

※通話料がかかります。

児童相談所
全国共通３桁ダイヤル

平成 27 年度　市の児童虐待に関する相談

種類別割合 被虐待児童年齢別割合

オレンジリボン
には、子ども虐
待を防止すると
いうメッセージ
が込められてい
ます。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相

談
件
数
は
年
々
増
え
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
全
国
の
児

童
相
談
所
で
の
対
応
件
数
は

10
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
に
本
市
が
受
け
付
け
た
新
規
相
談
件
数
は

32
件
で
し
た
。

　

通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、

通
告
・
相
談
を
し
た
人
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
一
般
的
に
は
「
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
（
事
実
婚
や
元
配
偶
者
も
含
む
）
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
、
あ
っ
た
人
か
ら
ふ
る

わ
れ
る
暴
力
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
多

く
は
男
性
か
ら
女
性
に
ふ
る
わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
（
暴
力
）
の
本
質
は
「
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
す
る
）」
で
す
。
相
手

を
怖
い
と
思
っ
た
り
、
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

れ
ば
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
で
す
。
単
な
る
一
時
的
な
夫
婦

げ
ん
か
と
は
違
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
ひ
と
り
で
解
決
す
る
の
は
と
て
も
困
難

で
す
。
被
害
者
を
守
る
法
律
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

０歳～就学前

小学生

（10件）
31.3％

（12件）
37.5％

中学生

18.8％
（6件）

12.5％
（4件）

高校生・その他

※ネグレクトとは、食事を与えない、ひどく不潔にする、などの保護の怠慢や拒否行為です。

身体的虐待
（10件）

31.3％

心理的虐待

ネグレクト
（21件）
65.6％

（1件） 3.1％

Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す

虐待を受けたと思わ
れる子どもがいたら。

子育てに悩む親がい
たら。

ご自身が出産や子育
てに悩んだら。１

いち

８
はや

９
く

虐待かもと思ったら

児童相談所や
こども未来課に連絡を

ＤＶ相談件数（全国）

52,145 件

72,792 件

102,963 件

児童虐待・ＤＶ　相談先一覧
こ ど も 未 来 課   　　（☎33-8721）

市 民 相 談 室　　　（☎33-4452）

県八代児童相談所　　　（☎33-3247）

八 代 警 察 署　　　（☎33-0110）
※緊急の場合は１１０番へ

～ＤＶの現状～
女性の約 4 人に 1 人が被害を受けたことがあり、相談件数は
増え続けています。

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク

11月は児童虐待防止推進月間と女性に対する暴力をなくす運動月間です。

  0

  2 万

  4 万

  6 万

  8 万

10 万

12 万

17 242322212018 19 （年度）2625

※

（件数）

性的虐待
（0件）

0％
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あなたの血管は大丈夫ですか
　血管が老化すると、動脈硬化を引き起こし、脳梗塞や脳出血、
心筋梗塞、狭心症などのリスクが高くなります。
　動脈硬化を起こさないためにも、柔らかく若い血管になるよう
に生活習慣を見直しましょう。

問合せ　健康推進課 鏡 保 健 セ ン タ ー☎５２－５２７７
　　　　　　　　　 八代市保健センター☎３２－７２００

血
管
と
血
圧
の
関
係

　

血
管
は
、
頭
か
ら
足
の
先

ま
で
体
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

心
臓
か
ら
全
身
の
血
管
の

隅
々
ま
で
血
液
を
送
り
出
す
た
め
に
は
、
一
定
の
圧

力
（
血
圧
）
が
必
要
で
す
。
血
管
が
常
に
高
い
圧
力

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
、
血
管
が
傷
つ
き
、
弾
力
性

が
な
く
な
り
、
血
管
が
狭
く
な
る
「
動
脈
硬
化
」
が

進
行
し
ま
す
。

　

高
血
圧
症
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
症
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

（
静
か
な
殺
し
屋
）
と
呼
ば
れ
、
無
症
状
だ
か
ら
と

思
っ
て
放
置
し
て
い
る
と
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
腎

臓
病
な
ど
、
重
大
な
病
気
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
早
朝
高
血
圧
が
見
逃
さ
れ
や
す

く
、
昼
間
の
血
圧
が
正
常
な
人
で
も
高
血
圧
が
隠
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
、
血
圧
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

血
圧
の
変
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
朝
高
血
圧
の
早
期
発
見
に
も
、
起
床
時
と
就
寝

前
の
2
回
測
定
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
で
き
る
だ

け
決
ま
っ
た
時
刻
に
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
28
年
度 

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

「
血
管
病
の
予
防
と
最
新
の
治
療
法
」

　

血
管
の
老
化
は
年
齢
よ
り
も
生
活
習
慣

病
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
血
管
の
老
化
と
生
活
習
慣
と
の

関
係
や
新
し
い
治
療
法
な
ど
、
血
管
を
守

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き　

11
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

定
　
員　

１
５
０
人

費
　
用　

無
料

講
　
師　

菊
南
病
院 

室む
ろ
は
ら原
良よ

し
は
る治 

院
長

申
込
み　

電
話
で
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
推
進
課

　

鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

あ
な
た
の
血
圧
は
ど
の
く
ら
い

　

日
頃
の
家
庭
血
圧
測
定
の
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
高
血
圧
の
診
断
基
準
以
上
が
続
い
て
い
れ
ば
、

一
度
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

収縮期 拡張期

家庭で測定 135 以上 85以上

医療機関で
測定 140以上 90以上

※ただし、糖尿病や腎障害がある場合、
　この基準は用いられません。

日本高血圧学会「高血圧治療ガイ
ドライン 2014」では、家庭血圧
測定には上腕用を勧めています。

高血圧の診断基準

日本高血圧学会「高血圧治療ガイド 2014」参照

【
正
し
い
家
庭
血
圧
の
測
り
方
】

①
測
定
前
に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
る
。

②
椅
子
に
座
っ
て
1
、2
分
経
っ
て
か
ら
測
定
す
る
。

　

測
定
時
に
は
腕
の
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

③
カ
フ
（
腕
帯
）
は
い
つ
も
同
じ
側
の
腕
に
巻
き
、

　

心
臓
と
同
じ
高
さ
で
測
定
す
る
。

　
※
厚
手
の
服
は
脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
血
圧
測
定
が
で
き
な
い
場
合
】

　

自
動
血
圧
計
を
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
と
鏡
保
健

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
血
圧
の
値
や
健
康
面
で
気

に
な
る
場
合
も
、
健
康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談
（
要
予
約
）

と
　
き　

毎
週
月
曜
日　

午
後
1
時
～
5
時

と
こ
ろ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、鏡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

血
管
の
丈
夫
さ
は
、
血
圧
と
血
液
の
中
身
で
決
ま

り
ま
す
。
自
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
た
め
、
年
に

１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
納
税
を
拡
充

　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

財
政
課
☎
０
９
６
５（
３
３
）４
１
０
６

　
昨
年
8
月
に
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
さ
ら
に
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
新
た
に
税
を
納

め
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が
貢
献
し
た
い
と

思
う
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
寄
附
金
の
こ
と
で
、

個
人
が
２
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た

際
に
、
住
民
税
と
所
得
税
か
ら
一
定
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

市
外
在
住
の
人
で
、
1
万
円
以
上
寄
附
し
た

人
に
送
る
返
礼
品
を
本
市
特
産
品
の
中
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
外
在
住
の
人
に
は
と

て
も
お
得
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市

外
在
住
の
家
族
や
親
戚
、
友
人
な
ど
に
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　
寄
附
金
の
活
用

　

寄
附
金
の
用
途
は
、
左
記
の
5
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
１
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
の
未
来
づ
く
り

●
健
康
都
市
づ
く
り

●
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

●
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
環
境
づ
く
り

●
市
長
が
特
に
認
め
る
「
八
代
元
気
づ
く
り
」

　
拡
充
し
た
点

　

市
外
在
住
の
寄
付
者
へ
の
返
礼
品
を
さ
ら
に

拡
充
し
ま
し
た
。
八
代
産
の
ト
マ
ト
を
与
え
て

育
っ
た
「
ト
マ
ト
牛
」
の
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト

や
、
八
代
産
の
い
草
を
使
用
し
た
「
ネ
ゴ
ザ
」、

最
高
級
畳
表
「
ひ
の
さ
ら
さ
」
を
用
い
た
畳

（
6
畳
分
）
な
ど
、
新
た
に
13
品
目
を
追
加
し
、

40
品
目
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寄
附
の
手
続
き

【
寄
附
の
申
し
込
み
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
で
申
し
込
み
や
支
払
が
で
き
る

ほ
か
、
メ
ー
ル
や
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

　

I http://w
w

w
.furusato-tax.jp/

　
　
　
　

 　

japan/prefecture/43202
 

メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合

《
送
付
先
》
〒
８
６
９-

４
２
９
２

八
代
市
鏡
町
内
田
４
５
３-

１

財
政
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

《
送
付
先
》
財
政
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者

　
　
　
　
　

D 

０
９
６
５（
５
２
）８
１
２
３

八代市のブランド牛が登場

八代亜紀
プランも

再開

年度 件数（件） 寄附金額（円）

平成23年度 22 3,220,000

平成24年度 39 6,912,000

平成25年度 44 3,302,000

平成26年度 57 5,229,000

平成27年度 1,395 43,065,000

平成28年度 2,377 56,668,000

ふ る さ と 納 税 実 績

※平成28年度については、9月13日時点の数値です。

・
メ
ー
ル
の
場
合

　

G furusato-y@
city.yatsushiro.lg.jp



14Yatsushiro 2016.11

お
知
ら
せ

↖

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

①
平
成
29
年
12
月　

②
平
成
30
年
1
月

調
整
会
議　

①
12
月
5
日
㈪　

午
前
9
時

　
　
　
　
　

②
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮　

午
前
9
時

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
53
０
０
３
３

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
支
所
・
出
張
所
な
ど
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

新
庁
舎
建
設
課
☎
45
５
５
２
３

裁
判
員
制
度 

名
簿
記
載
通
知
の
送
付

【
裁
判
員
候
補
名
簿
】

　

裁
判
員
候
補
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た

名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま

す
。
平
成
29
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全

国
で
約
23
万
３
６
０
０
人
。
選
挙
人
名
簿
登
録
者
全

体
に
占
め
る
割
合
は
、
約
４
５
６
人
に
1
人
で
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
】

　

平
成
29
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

人
に
は
、
11
月
中
旬
に
登
録
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
通
知
と
併
せ
て
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

「
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
被
害
届
」

　

交
通
事
故
や
他
人
の
飼
い
犬
に
咬
ま
れ
た
な

ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
で
国
民
健
康
保

険
証
を
使
い
治
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。

　

加
害
者
（
第
三
者
）
は
原
則
、
過
失
割
合
に
応
じ

て
被
害
者
の
治
療
費
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
治
療
費

の
保
険
給
付
分
（
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
自
己
負

担
分
以
外
の
分
）
に
つ
い
て
、
市
が
一
旦
立
替
払
い

を
行
い
、
後
で
市
か
ら
加
害
者
へ
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

届
出
前
に
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
る
と

い
っ
た
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
国
民
健
康
保

険
が
使
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
示
談

前
に
必
ず
国
保
ね
ん
き
ん
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
１
３

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・

消
防
団
員
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
勤
務
時
間
中
の
従

業
員
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
便
宜
や
、
従
業
員
の

消
防
団
へ
の
入
団
促
進
な
ど
の
協
力
が
社
会
貢
献
や

社
会
責
任
を
果
た
す
事
業
所
と
し
て
、
広
く
認
め
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

制
度
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件
が
あ
り
、

認
定
さ
れ
る
と
市
か
ら
「
表
示
証
」
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
公
表
さ
れ
、

事
業
所
の
信
頼
性
の
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
市
工
事
入
札
参
加
者
資
格
審

査
格
付
基
準
に
お
け
る
主
観
点
に
5
点
が
付
与
さ
れ

る
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
体
制
の
充
実
の
た
め
、
こ
の
制
度
へ

の
登
録
と
消
防
団
や
勤
務
す
る
団
員
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
事
業
所
の
取
り
組
み
内
容
】

・
従
業
員
の
2
人
以
上
（
市
消
防
団
員
1
人
以
上

こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
事
情
を
早
期
に

把
握
し
、
回
答
内
容
に
よ
り
、
1
年
を
通
じ
て
明
ら

か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
は
、
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
候
補
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
項
目
に
当
て

は
ま
ら
な
い
人
は
、返
送
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実

際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
送
付

す
る
質
問
票
で
辞
退
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。ま
た
、

裁
判
所
で
行
わ
れ
る
選
任
手
続
き
の
際
に
辞
退
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
裁
判
所

　
　
　
　

☎
０
９
６（
２
４
１
）８
９
２
１

　

を
含
む
）
が
消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
。

・
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
配

　

慮
し
て
い
る
。

・
災
害
時
に
事
業
所
の
資
機
材
を
提
供
す
る
な
ど
、

　

消
防
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。

・
事
業
所
に
機
能
別
分
団
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

・
そ
の
他
、
消
防
団
の
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
に

　

よ
っ
て
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に

　

寄
与
し
て
い
る
。

問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

広　　告
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
に
無
料
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

ご
希
望
の
仕
事
を
お
聞
き
し
、
就
業
開
拓
員
が
一

人
ひ
と
り
の
希
望
に
合
っ
た
仕
事
を
探
し
ま
す
。

　

仕
事
が
見
つ
か
っ
た
時
点
で
入
会
す
る
制
度
の
た

め
、
入
会
し
た
の
に
仕
事
が
な
い
と
い
う
不
安
が
あ

り
ま
せ
ん
。
登
録
し
た
か
ら
と
言
っ
て
仕
事
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

と　

き　

11
月
2
㈬
・
16
日
㈬
、12
月
7
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

対　

象　

市
内
在
住
で
平
成
29
年
3
月
末
日
ま
で
に

　
　
　
　

60
歳
以
上
に
な
る
人

持
参
品	

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

　

た
は
肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義
の

　

も
の
）、
会
費
２
０
０
円
／
月
（
夫
婦
で
入
会
す

　

る
場
合
は
半
額
）

問
合
せ	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

農林水産物・食品の
輸出相談窓口

　農林水産省と日本貿易振興機構（ジェトロ）
は、皆さんに気軽に相談できる「農林水産物・
食品輸出相談窓口」を各地に設置しています。

■農林水産省
　☎03-6744-7155
・輸出先国の各種規制・制度（放射性物質、
　検疫など）
・輸出に関する各種支援事業　など

■日本貿易振興機構（ジェトロ）
　☎03-3582-5646
・輸出先国の基礎情報やマーケット情報
・輸出手続きについて
・見本市・商談会に関する情報　など

　この他、地方農政局や国内のジェトロ事務
所に設置している窓口はホームページを参照
してください。また、酒類の輸出についても、
国税局や税務署、上記窓口で相談を受け付け
ていますので、ぜひお問い合わせください。

市
県
民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
や
領
収
証
書
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
今
回
送
付
す
る
控
除
証
明
書
】

送
付
時
期　

①
11
月
上
旬
、
②
平
成
29
年
2
月
上
旬

対　

象

　

①
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
に
、

　
　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
。

　

②
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

　
　

に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

　
　

た
人
。（
※
①
で
送
付
さ
れ
た
人
に
は
送
付
さ

　
　

れ
ま
せ
ん
）

証
明
内
容

　

①
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
に
納

　
　

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付

　
　

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
。

　

②
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納

　
　

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
。

※
証
明
書
を
紛
失
・
破
損
し
た
場
合
の
再
発
行
手
続
き
は
、

　

八
代
年
金
事
務
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３

校
区
公
民
館
な
ど
の
施
設
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
校
区
公
民
館
な
ど
の

施
設
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
場
に
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
加
わ
り
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
も
、
会
議
や

各
種
教
室
、
公
民
館
ク
ラ
ブ
な
ど
の
施
設
利
用
、
学

校
体
育
施
設
予
約
の
利
用
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
が
可
能

　

市
内
各
地
域
で
は
、
地
域
協
議
会
を
中
心
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
地
域
住
民
と
市
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、
福
祉
・
防
災
な
ど
幅
広
い
柔
軟
な
活

動
が
可
能
と
な
る
施
設
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

広　　告
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11月 市民カレンダー

※休日在宅医は、変更になる場合があります。医師会のテ
　レホンサービスでご確認ください。

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

日 病院名 町名 電話番号

3
日

田 渕 整 形 外 科 医 院 高下西町 32-4897
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
八 代 敬 仁 病 院 海士江町 34-7911
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027

6
日

伊 達 整 形 外 科 医 院 日奈久塩北町 38-3700
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860

13
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321
八代中央クリニック 永 碇 町 32-8008
たかの呼吸器科内科クリニック 松 崎 町 32-2720
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

20
日

右田クリニック 若 草 町 35-8211
せきがみ内科・糖尿病内科 （小学生以上可） 上日置町 33-0033
ふ く ろ 町 ク リ ニ ッ ク 袋 町 32-1222
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121
保　田　医　院 鏡　町 52-0037

23
日

岡　村　医　院 横手新町 39-5665
平　成　病　院 大 村 町 32-8171
久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218
よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

27
日

高 野 整 形 外 科 本 町 1 32-2014
太田こどもクリニック 古閑浜町 30-8380
桑　原　医　院 敷川内町 38-0302
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9:00 ～ 17:00

 火 災 情 報

● 火災情報ダイヤル
　☎0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（9月分月計）
　火　災　　　   　2 件
　救　急　　 483 件    

● 9月末日現在
人　口　 129,957 人
　男　　　60,438 人
　女　　　69,519 人
世帯数  　 55,223 戸

納 税 情 報
● 今月の納税　  納期限　11 月 30 日㈬

固定資産税 3 期、国民健康保険税 8 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所納税課（仮設庁舎西棟 1 階）　

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：コンビニ、各支所、各出張所、市内の各銀行、
　　　　　　信用組合、信用金庫、労働金庫、農業協同組合、
　　　　　　九州管内のゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

祝日のごみ収集・施設受付人口と世帯

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

市民課・こども未来課
国保ねんきん課・市民税課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

毎月19日は食育の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

　　
毎月第１日曜日は

「やつしろ健康の日」
小食で からだ軽やか
心にゆとり

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。

旧八代市・坂本町の人は　◇八代市保健センター(八代保)☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター（鏡保）☎52-5277

ご確認ください♪

勤労感謝の日

文化の日

《問合せ》 　廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675、各支所の市民サービス係
　　　　　 クリーンセンター（氷川町）☎62-3304

文化の日（11月3日）
◎「燃えるごみ」の収集
　収集はお休み
◎「資源の日」の収集
　八代地域の該当町内は
　11 月 5 日㈯に振替

【ごみの持込み受付】・市清掃センター、クリーンセンター（氷川町）はお休み

勤労感謝の日（11月23日）
◎「燃えるごみ」の収集
　八代・坂本・千丁・鏡・東陽地域はお休み
　泉地域の該当地区は 11 月 24 日㈭に振替
◎「資源の日」の収集
　八代地域の該当町内は 11 月 19 日㈯に振替
　坂本地域の該当地区は 11 月 26 日㈯に振替

　　医療機関で受診でき
る子宮頸がん、乳が
ん、大腸がん（便検査）
健診は 11月30日ま
でです。受診希望の
人は早めにお申込み
ください。

　　

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

ご相談ください

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

世界エイズデー
無料・匿名検査を受けよう

□献　血
県八代地域振興局  9:30 ～ 12:30
ゆめタウン八代    14:00～16:00

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　
個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　
個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426

　 出産養育の相談
出産や養育に不安がある
人はご相談ください。
平日 8：30 ～ 17：15

◇3歳児健診（八代保）
H25.7/10 ～ 7/16生

♦4ヵ月児健診（鏡保）
H28.6/15 ～ 7/16生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.4/3 ～ 4/10生

♦1歳6ヵ月児健診（鏡保）
H27.3/28 ～ 5/7生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.4/11 ～ 4/21生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.3/20 ～ 4/2生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.7/6 ～ 7/16生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.6/25 ～ 7/5生◇7ヵ月児健診（八代保）

H28.3/16 ～ 3/31生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.4/1 ～ 4/12生

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（祝日を除く）
9:00 ～ 20:00

妊娠とこころの相談
思いがけない妊娠で悩ん
だらご相談ください。

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200） ♦2歳児歯科健診（鏡保）
H26.6/15 ～ 8/18生

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.7/17 ～ 8/2生

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.8/3 ～ 8/18生

八代保健所でのエイズ検査は
毎週木曜 13:30 ～ 16:00
第 3木曜 17:00 ～ 18:30
12月1日は 13:30 ～ 19:00
肝炎検査と性感染症検査も
同時に受けられます。
要予約☎33-3229

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　
母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　母子健康手帳交付

◇母子健康手帳交付
毎週火曜 受付 9:45 ～ 10:00
＜八代市保健センター＞

◇3歳児健診（八代保）
H25.6/30 ～ 7/9生

◇3歳児健診（八代保）
H25.6/21 ～ 6/29生

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

□献　血　
九州電力八代営業所　9:30～12:00
麦島公民館 　13:30～15:30

◆7ヵ月児健診（鏡保）
H28.3/2 ～ 4/12生

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

☎32-7200（八代市保健センター）
☎52-5277（八代市鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　11月10日㈭　　9:00 ～ 12:00
　　　11月28日㈪　  13:30 ～ 16:30 
　　  要予約：八代市保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

11月8 日㈫・25日㈮　 14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：生後 12 月～ 36 月に達するまで　水痘

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後 6 月～ 90 月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人、平成 19 年 4 月 2 日～ 21 年 10 月 1
日生まれで第 1 期・第 2 期の年齢にある人は、特例
措置の対象となります。詳しくはお問合せください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後 12 月～ 24 月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

対象：平成 28 年 4 月 1 日以降に生まれ
　　　た 1 歳に達するまでの人

B型肝炎
（H28.10.1～）

●地域包括ケア推進住民講演会
詳細はP22をご覧ください。

●生活習慣病予防講演会
詳細はP12をご覧ください。 
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市
営
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　

平
成
28
年
度
中
に
市
営
住
宅
に
空
室
が
生
じ
た
場

合
の
、
入
居
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
を
入
居
対
象
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
入
居
者
資
格
に
該
当
し
な
い
人
は
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、9
月
1
～
16
日
ま
で
の
申
込
者
を
対
象
に
、

10
月
2
日
、公
開
抽
選
を
開
催
し
た
た
め
入
居
待
機
順

位
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
回
入
居
を
申
し
込
ん
だ
場

合
は
、申
込
時
点
で
の
最
後
の
順
位
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
や
入
居
申
込
資
格
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　

各
支
所
建
設
地
域
事
務
所

募
　
　
集

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
６

親
子
で
体
験
！
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
リ
ー
ス
作
り

　

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
や

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
作
り
を

し
ま
す
。

と　

き　

12
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

さ
か
も
と
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
坂
本
町
中
谷
１
２
７
０
番
地
）

対　

象　

市
内
の
小
学
１
～
4
年
生
と
保
護
者

定　

員　

20
組
50
人
程
度

費　

用　

親
子
１
組
（
２
人
）
２
０
０
０
円

　
　
　
　
※
１
人
追
加
ご
と
に
１
０
０
円
増

申
込
期
間　

11
月
1
日
㈫
～
11
日
㈮

申
込
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
生
涯
学
習
課
D 

30
１
１
２
０
ま
た
は
坂
本
公
民
館
D 

45
２
２
８
３
ま

で
。窓
口
提
出
の
場
合
は
各
校
区
公
民
館
へ
申
し
込
み
。

※
電
話
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
用
紙
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

坂
本
公
民
館
☎
45
２
２
２
８

介
護
技
術
教
室 

参
加
者
募
集

　

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
移
動
・
移
乗
、
清
潔
保
持
の
ケ
ア
に
つ
い
て

と　

き　

①
11
月
4
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

②
11
月
18
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

①
郡
築
公
民
館　

②
植
柳
公
民
館

定　

員　

各
20
人
程
度

費　

用　

無
料

第
17
回 

か
が
み
ふ
る
さ
と
音
楽
祭

　

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
一
度
に
楽
し
め
る
音

楽
祭
で
す
。
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

し
て
み
た
い
人
・
グ
ル
ー
プ
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
29
年
2
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
開
演
（
予
定
）

条　

件

■
演
奏
（
発
表
）
時
間
を
10
分
以
内
（
バ
ン
ド
な
ど

　

は
準
備
撤
収
を
含
め
て
15
分
前
後
で
も
可
）と
し
、

　

自
分
た
ち
で
歌
い
、
ま
た
は
自
分
で
楽
器
を
演
奏

　

す
る
こ
と
（
カ
ラ
オ
ケ
は
不
可
）。
ダ
ン
ス
を
つ

　

け
て
も
良
い
が
、
音
楽
が
主
体
で
あ
る
こ
と
。

■
17
回
続
い
た
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
る
音
楽
祭
で
あ

　

る
こ
と
の
趣
旨
に
同
意
、
協
力
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

な
ど
）
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

申
込
方
法

　

団
体
名
と
人
数
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
連

申
込
み　

ニ
チ
イ
八
代
校
☎
43
７
１
１
１

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

東京オリンピック詐欺にご注意
　東京オリンピックの開催に伴い、全国の消
費生活センターに東京オリンピックに関連し
た詐欺が疑われる相談が寄せられています。

⇒知らない業者からオリンピック関連企業へ
　の投資や、オリンピックの開催で株が上が
　るので株を売ってほしいといった不審な電
　話があり、実際に数十万円の被害があった
　などの情報もありました。

　悪質業者は、今話題になっていることを悪
用して近づいてきます。今後、このような事
案はさらに増加すると考えられますので十分
にご注意ください。
　また、詐欺が疑われる事案以外にも、契約
やインターネットに関するトラブル、多重債
務など、お困りのことがありましたら悩まず
に消費生活センターにご相談ください。

■相談日時　平日午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　※木曜日は午前 10時～午後 7時
■場　　所　市消費生活センター
　　　　　   ※本庁仮庁舎東棟１階
■電　　話　３３－４１６２

↖

Yatsushiro 2016.11

広　　告
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平
成
29
年
度
県
立
高
等
技
術
専
門
校

販
売
実
務
科 

訓
練
生
募
集

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
販
売
実
務
科
で
は
、
就
職

を
目
指
す
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
職
業
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
期
間　

平
成
29
年
4
月
か
ら
1
年
間

対　

象　

軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
就
労

　
　
　
　

意
欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て

　
　
　
　

求
職
登
録
を
し
て
い
る
人
な
ど
。

申
込
期
間　

①
第
1
回
選
考

　

12
月
12
日
㈪
～
平
成
29
年
1
月
13
日
㈮

②
第
2
回
選
考

　

平
成
29
年
1
月
24
日
㈫
～
2
月
24
日
㈮

試
験
日　

①
平
成
29
年
1
月
23
日
㈪

　
　
　
　

②
平
成
29
年
3
月
3
日
㈮

定　

員　

①
10
人　

②
3
人

そ
の
他　

12
月
7
日
㈬
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

を
実
施
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細

　
　
　
　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

農
地
を
「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
農
業
公
社
）で
は
、農
業

経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マイナちゃん

絡
先
、
曲
名
、
演
奏
内
容
（
例
：
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
合
唱
、
※
〇
〇
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
※
〇
〇

の
バ
ン
ド
に
よ
る
ロ
ッ
ク
演
奏
な
ど
）、
自
己
Ｐ
Ｒ

を
書
面
に
明
記
の
上
、
演
奏
音
楽
を
録
音
し
た
テ
ー

プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
行
委
員
会
で
審
査
後

返
却
し
ま
す
。　
※
〇
〇
に
は
楽
器
名
を
記
入

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈬

※
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
厚
生
会
館
、
千
丁
・
鏡

　

文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
任
意
の
用
紙
で
も

　

構
い
ま
せ
ん
。

※
提
出
曲
は
本
番
と
同
じ
曲
が
望
ま
し
い
が
、
違
う
曲
で
も

　

構
い
ま
せ
ん
。
内
容
が
す
ば
ら
し
く
て
も
、
幅
広
い
ジ
ャ

　

ン
ル
の
音
楽
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
み・問
合
せ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
１
１
４

　
「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
」「
新
た
な
農

地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
市
町
村
や

Ｊ
Ａ
担
当
窓
口
、県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
農
業
公
社
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
募
集

募
集
科
名
（
男
女
不
問
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科　

10
人
程
度

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　

10
人
程
度

・
商
業
デ
ザ
イ
ン
科　

10
人
程
度

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科　

10
人
程
度

・
建

築

設

計

科　

10
人
程
度

・
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科　

10
人
程
度

　

→
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス（
視
覚
障
害
者
対
象
）　

3
人
程
度

・
総
合
実
務
科（
知
的
障
害
者
対
象
）　

10
人
程
度

訓
練
期
間　

1
年
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
2
年

応
募
資
格

■
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
取
得
可
能
な
人

■
精
神
障
害
者
で
統
合
失
調
症
・
そ
う
う
つ
病
・

　

て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断
を
受
け
て
い
る

　

人
で
、
主
治
医
の
意
見
書
の
写
し
を
提
出
で
き

　

る
人

■
総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
な
ど
所
持
者

応
募
期
間　

11
月
2
日
㈬
～
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮

そ
の
他　

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
福
岡
障
害
者

　
　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

　
　
　
　

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
　
　

☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

Yatsushiro 2016.11

マイナンバー
Ｑ＆Ａ④

■質問　　　　　　　　　　  
　今持っている住民基本台帳カー
ド（住基カード）はどうなるの？
□答え　　　　　　　　　　  
　マイナンバー制度の導入に伴い、
これまでの住基カードに替えてマ
イナンバーカードを交付すること
になっています。
　このため、国の法令の規定によ
り、マイナンバーカード取得の際
は、住基カードを返納することに
なります。ただし、記念品として
失効した住基カードをお持ちいた
だくことはできますので、ご希望
の場合は、その旨を窓口で申し出
てください。なお、現在お持ちの
住基カードは有効期間内であれば
マイナンバーカードを取得するま
で使用することができます。

　　  企画政策課☎３３－４１０４

広　　告
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番 号 土 地 面 積 価　　格
1-3-1 988㎡（約299坪） 33,416,000円
2-1 361㎡（約109坪） 11,428,000円
11-1 181㎡（約 55坪） 6,026,000円
12-1 852㎡（約258坪） 22,345,000円
19-1 767㎡（約232坪） 18,413,000円
54-1 266㎡（約 80坪） 6,952,000円
54-2 300㎡（約 90坪） 7,816,000円
54-3 300㎡（約 90坪） 7,806,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
54-4 329㎡（約 99坪） 8,579,000円
54-6 370㎡（約111坪） 9,685,000円
54-7 242㎡（約 73坪） 6,297,000円
54-8 248㎡（約 75坪） 6,458,000円
54-9 246㎡（約 74坪） 6,406,000円
55-2 238㎡（約 71坪） 6,220,000円
57-1 262㎡（約 79坪） 6,812,000円
74-1 476㎡（約143坪） 12,097,000円

■先着順で順次販売
同一週内に応募者が重複した場合
は抽選。
■問合せ　都市整備課
　八千把地区土地区画整理事務所
　☎30-0822

●

●

用途区域　第１種住居地域／第２種中高層専
用住宅地（建ぺい率 60％容積率 200％）　
校区　八千把小・八代四中（一部区域は松高
小・八代一中も可 ※要問合せ）　市営上水道・
下水道完備（上水道は敷地内引き込み工事が
別途必要）　区画道路幅員：６ｍ　※電力な
ど供給のため敷地内に電柱が必要となる場合
あり。

古閑中町宅地（保留地）分譲中
八代都市計画事業
八千把地区
土地区画整理事業

保留地販売箇所位置図
セブンイレブン
八代古閑浜店

2-1
1-3-1

12-1
11-1

55-2

74-1

57-1

19-1

54-1 ～ 4
54-6 ～ 9

北
部
幹
線

八千把土地
区画整理事務所

市
民
教
育
講
座
食
育
講
座 

参
加
者
募
集

食
育
の
秋
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
！
親
子
料
理
教
室

　

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
で
食
育
の
勉
強
を
し
た
後
、

オ
ー
プ
ン
い
な
り
や
カ
ラ
フ
ル
白
玉
の
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
４
品
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

職
業
訓
練
生
募
集

【
オ
フ
ィ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
】

と　

き　

平
成
29
年
1
月
6
日
㈮
～
3
月
24
日
㈮

と
こ
ろ　

ア
ト
ム
開
発

　
　
　
　
（
熊
本
市
南
区
江
越
2
丁
目
16-

14
）

内　

容　

Ｉ
Ｔ
社
会
に
対
応
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
の
技

　
　
　
　

能
習
得
と
、
実
務
的
な
活
用
を
習
得
し
、

　
　
　
　

早
期
就
職
す
る
訓
練
。

対　

象　

身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障
が
い
・
内
部

　
　
　
　

障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

　
　
　
　

難
病
、
高
次
脳
障
が
い

定　

員　

5
人

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

【
推
薦
採
用
試
験
】

応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

　

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
平

　

成
29
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
生
徒
の
中

　

か
ら
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著

　

な
実
績
が
あ
り
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
生
徒
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
12
月
２
日
㈮

【
一
般
採
用
試
験
】

応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

　

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
平

　

成
29
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
生
徒
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
出
張
所
☎
33
７
０
０
１

と　

き　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
：
９
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
の
６
歳
～
小
学
３
年
生
ま
で
の

　
　
　
　

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

15
組
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費　

用　

１
０
０
０
円
（
親
子
1
組
2
人
分
）

　
　
　
　

※
１
人
追
加
ご
と
に
５
０
０
円
増
（
た
だ
し
５

　
　
　
　
　
歳
以
下
は
不
可
）

申
込
期
限　

11
月
8
日
㈫

申
込
み　

各
学
校
ま
た
は
公
民
館
で
配
布
さ
れ
る
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　

は
生
涯
学
習
課
D 

30
１
１
２
０
ま
で
。
窓
口
提
出

　

の
場
合
は
各
校
区
公
民
館
へ
申
し
込
み
。

※
電
話
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
　
　

麦
島
公
民
館
☎
35
３
８
２
２

↖

Yatsushiro 2016.11
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健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
す
た
め
の

健
康
教
室

　

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
健
康

管
理
の
秘
訣
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
第
1
回
　
自
分
の
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

と　

き　

11
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

と
こ
ろ　

植
柳
公
民
館

講
　
師　

久
原
外
科
胃
腸
科
医
院　

久
原 

征 

氏

■
第
2
回
　
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

と　

き　

12
月
7
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　

植
柳
公
民
館

講　

師　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
連
携
担
当

　

平
成
病
院
精
神
保
健
福
祉
士　

中
村 

由
香 

氏

申
込
み
・
問
合
せ　

植
柳
公
民
館
☎
35
５
９
０
９

　

市
第
5
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

く
ま
が
わ

　

☎
35
１
１
１
１

講
　
演  

・  

講
　
座

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
８
４
０
０
円（
税
抜
）程
度

申
込
期
間　

10
月
11
日
㈫
～
11
月
30
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

市
民
教
育
講
座 

い
き
い
き
終
活
講
座

　

自
分
ら
し
い
老
後
の
暮
ら
し
方
や
老
後
の
財
産

管
理
、
相
続
・
遺
言
な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

■
第
1
回　

11
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
24
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

二
見
公
民
館

定　

員　

20
人
程
度
（
要
申
込
み
）

費　

用　

無
料

そ
の
他　

受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー

　

の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー 

お
れ
ん
じ
☎
38
３
３
７
３

　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

介
護
予
防
教
室

　

い
つ
ま
で
も
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
自

宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
や
介
護
予
防
の
コ
ツ
を

お
伝
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
29
日
㈫ 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ

　
　
　
　

な
た
ぼ
っ
こ
」（
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ

　
　
　
　

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人（
要
申
込
み
）

費　

用　

無
料

講　

師　

健
康
運
動
指
導
士　

坂
本 

公
一 

氏

申
込
み
・
問
合
せ　

市
第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ー 

み
ら
い
☎
33
９
８
８
０

　

自
分
ら
し
い
老
後
の
暮
ら
し

　
～
自
分
が
望
む
老
後
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　（
在
宅
・
施
設
）・
介
護
保
険
制
度
～

講　

師　

市
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長  

中
島 

邦
子  

氏

■
第
2
回　

12
月
2
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

老
後
の
財
産
管
理
と「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用

　
～
自
分
の
財
産
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
　
　
　
　
　
　
・
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
～

講　

師　

県
金
融
広
報
委
員
会 

金
融
広
報
ア
ド
バ

　
　
　
　

イ
ザ
ー  

齋
藤 

信
子  

氏

■
第
3
回　

12
月
9
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

 「
相
続
」、「
遺
言
」
に
つ
い
て

　
～
遺
さ
れ
た
家
族
が
円
満
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
～

講　

師　

県
金
融
広
報
委
員
会 

金
融
広
報
ア
ド
バ

　
　
　
　

イ
ザ
ー  

齋
藤 

信
子  

氏

《
共
通
事
項
》

と
こ
ろ　

太
田
郷
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
※
3
回
の
講
座
全
て
に
参
加
で
き
る
人

費　

用　

無
料

定　

員　

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
み　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

　

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・「
い
き
い
き
終
活
講

　

座
受
講
希
望
」
と
記
入
し
て
申
し
込
み
。

申
込
期
間　

11
月
1
日
㈫
～
15
日
㈫
必
着

申
込
先　

太
田
郷
公
民
館　

〒
８
６
６-

０
８
２
５

　
　
　
　

井
上
町
６
０
１-

１

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
　
　

太
田
郷
公
民
館
☎
35
０
２
２
２
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
活
用
セ
ミ
ナ
ー

市
が
ま
だ
し
も
ん
応
援
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設
に
先
立
ち
、住
民
が

集
う
地
域
の
拠
点
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
活
動
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
（
全
4
回
）を
開

催
し
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
】

と　

き　

11
月
11
日
㈮　

午
前
10
時　

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館

内　

容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

　

活
動
を
展
開
し
て
い
る
薩
摩
川
内
市
の
事
例
紹
介
。

費　

用　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

講　

師　

薩
摩
川
内
市
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

　
　
　
　

議
会　

会
長 

德
田 

勝
章 

氏

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

地
域
防
災
活
動
者
養
成
講
座

市
が
ま
だ
し
も
ん
応
援
事
業

【
第
1
回
地
域
防
災
活
動
者
養
成
講
座
】

と　

き　

11
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
「
防
災
の
基
礎
知
識
講
座
」

　
　
　
　

11
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
「
災
害
時
救
護
食
・
応
急
手
当
」

　
　
　
　

11
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館
（
12
日
、
19
日
）

　
　
　
　

鏡
消
防
署
（
27
日
）

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈭　

午
後
5
時

【
第
2
回
地
域
防
災
活
動
者
養
成
講
座
】

と　

き　

12
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
「
防
災
の
基
礎
知
識
講
座
」

　
　
　
　

12
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

地
域
包
括
ケ
ア
推
進 

住
民
講
演
会

■
在
宅
医
療
が
出
来
る
こ
と

　

在
宅
医
療
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
実
践
し

て
い
る
先
生
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
26
日
㈯　

午
後
2
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
開
場

と
こ
ろ　

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

定　

員　

２
０
０
人

費　

用　

無
料
（
要
電
話
申
込
み
）

講　

師　

ひ
ま
わ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

後
藤 

慶
次 

院
長

申
込
み
・
問
合
せ　

11
月
1
日
㈫
か
ら
健
康
福
祉
政

　

策
課
で
受
け
付
け
開
始
☎
33
４
６
８
２

平
成
28
年
度 
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

わ
た
し
の
た
め
の
学
び
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　
～
わ
た
し
が
つ
く
る
明
日
、
そ
し
て
未
来
！
～

　

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
や
人
間
関
係
を
良
好
に
変
え

る
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
第
1
回
　
わ
た
し
が
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
　「
わ
た
し
の
生
き
方
、働
き
方
」

と　

き　

11
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

■
第
2
回
　
～
人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
～

　
　
　
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法

　
　
　
　
　
　「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

と　

き　

11
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

講　

師　

潮
﨑 

加
代
子 

氏
（
Ｔ
Ｍ
Ｃ
キ
ャ
リ
ア

パ
ソ
コ
ン
教
室 
年
賀
状
作
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
）
を
使
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

12
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮

　
　
　
　
「
災
害
時
救
護
食
・
応
急
手
当
」

　
　
　
　

12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
「
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

と
こ
ろ　

宮
地
公
民
館

申
込
期
限　

12
月
１
日
㈭　

午
後
5
時

《
共
通
事
項
》

対　

象　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

定　

員　

先
着
各
20
人
程
度

費　

用　

無
料

講　

師　

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
・

　
　
　
　

消
防
署
員

申
込
み
・
問
合
せ　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　

番
号
を
麦
島
青
少
年
育
成
会（
堀
）ま
で
☎
０
９
０

　
（
３
０
１
３
）９
１
６
９　

D 

32
３
２
７
０

　

G kurara99@
sage.ocn.ne.jp

　
　
　
　

ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
代
表
取
締
役
）

対　

象　

市
内
在
住
か
通
勤
・
通
学
す
る
18
歳
以
上

　
　
　
　

の
人（
男
性
可
）

定　

員　

先
着
50
人
程
度

費　

用　

無
料

そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
）

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

申
込
み　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
託
児

　

希
望
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

　

で
人
権
政
策
課
へ
申
し
込
み
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１

　

D 

46
１
９
５
０

　

G gender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

↖
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食
品
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
実
施

あ
な
た
の
食
品
も
機
能
性
食
品
に
な
る
？

～
食
品
の
も
つ
機
能
性
の
適
切
な
選
び
方
と
活
用
法
～

　

機
能
性
食
品
の
開
発
や
活
用
例
に
つ
い
て
の
講
義

の
後
、
事
業
者
と
大
学
教
員
が
１
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、
課
題
解
決
に
向
け
双
方
向
で
の
話
し
合
い
を

行
う
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
形
式
」
で
の
小
規
模
相

談
会
を
行
い
ま
す
。　

　

新
規
事
業
の
展
開
や
商
品
開
発
な
ど
に
大
学
の
知

力
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
２
日
㈮ 

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
２
階 

産
学
行
政
交
流
室

講　

師　

県
立
大
学
環
境
共
生
学
部
食
健
康
科
学
科

　
　
　
　

友
寄 
博
子 

氏

内　

容　

野
菜
粉
末
や
エ
ゴ
マ
、海
苔
、晩
白
柚
な
ど

　

の
機
能
性
と
利
用
・
活
用
法
な
ど
。相
談
会
も
実
施
。

定　

員　

先
着
20
人
程
度

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

■
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
手
作
り
の
リ
ー
ス
で
お
部
屋
を
華
や
か
に

と　

き　

11
月
29
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

20
人

費　

用　

１
６
０
０
円
（
受
講
料
込
み
）

持
参
品　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

■
基
本
の
お
せ
ち
料
理

　
後
世
に
つ
な
げ
よ
う
。お
せ
ち
料
理
の
由
来
か
ら
お
料
理
ま
で

と　

き　

12
月
9
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

20
人

費　

用　

２
１
０
０
円
（
受
講
料
込
み
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、
筆
記
用
具

■
熊
本
の
「
大
麦
・
は
と
麦
」
を
食
べ
よ
う
！

　
大
麦
・
は
と
麦
を
食
べ
て
美
肌
・
健
康
な
体
作
り
を

と　

き　

12
月
10
㈯
・
24
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

16
人

費　

用　

２
８
０
０
円
（
受
講
料
込
み
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、
筆
記
用
具

《
共
通
事
項
》

申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
（
定
員
に

　
　
　
　

な
り
次
第
終
了
）

※
託
児
無
料（
満
2
歳
～
就
学
前
6
歳
ま
で
）。

　

受
付
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

博物館展示案内（11月）
問合せ 博物館☎34-5555

開館時間  午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料
▶《特別展料金》一般600円（480円）、 高大生400円（320円）
▶中学生以下無料、（　）内は20人以上の団体料金
▶11月3日㈷（文化の日）は無料開放

特
別
展
示
室

◆秋季特別展覧会　八代の歴史と文化 26
　写真家・麦島勝の世界 ーだた、ひたすら、撮り続けたー
　　　　　　　　　　　　（第二常設展示室でも開催）　   開催中～12/4 ㈰

常
設
展
示
室
 ・
第
二
常
設
展
示
室

◆考古 古代の八代～文字の世界　開催中～12/25 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　開催中（通年）
◆古文書を読むⅣ
　 古文書が語る加藤正方  　　 開催中～12/25 ㈰
◆信仰のかたち
　 八代の仏像・仏具　　　　  開催中～翌3/26㈰
◆くまもとの金工
　 肥後鐔の魅力　　　　　　    　　　　　開催中～翌4/9㈰
◆八代焼Ⅲ
　季節を感じる茶器　　　　  開催中～12/25 ㈰
◆民俗 むかしの道具  　　  　 　開催中～翌3/26㈰
◆民俗 妙見祭笠鉾のヒミツ　 　開催中～翌3/26㈰
◆和紙 和紙作りの道具　　　 　開催中～翌1/15㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　開催中（通年）

11月の休館日
7㈪、14㈪、21㈪、28㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時（
全
５
日
間
）

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館（
新
牟
田
１
４
３
４
）

対　

象　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

定　

員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
　
　
※
パ
ソ
コ
ン
持
参

費　

用　

３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

申
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

　

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
持
参
す
る
パ
ソ
コ

　

ン
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

　

を
記
入
し
て
申
し
込
み
。

申
込
締
切　

11
月
18
日
㈮
必
着

申
込
先　

宮
地
公
民
館（
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
）

　
　
　
　

〒
８
６
６-

０
８
０
５ 

宮
地
町
３
８
３

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
講
生
に
は
、
講
習
初
日
の
7
日
前
ま
で
に
受
講
票
を
送

　

付
し
ま
す
。

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
　
　

宮
地
公
民
館
☎
31
５
５
５
７

申
込
み　

11
月
1
日
㈫
か
ら
受
付
開
始
。
代
表
者
氏

　

名
・
参
加
人
数
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
大
学
地
域
連
携
・
研
究
推

　

進
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６（
３
２
１
）６
６
１
２

　

D 

０
９
６（
３
８
７
）２
９
８
７

　

G renkei-c@
pu-kum

am
oto.ac.jp
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厚
生
会
館 

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

■
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
劇
団
演
劇
公
演

　「
妙
見
宮
あ
ば
れ
も
の
」、「M

onkey's Paw

　
～
猿
の
手
～
」

と　

き　

11
月
20
日
㈰　

午
後
5
時
30
分
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

※
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
者
を
随
時
募
集

　

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

市
原
悦
子
「
朗
読
と
お
話
の
世
界
」

こ
こ
ろ
の
琴
線
に
ふ
れ
る
、情
感
豊
か
な
語
り
の
風
景

と　

き　

11
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

第
35
回 

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
総
合
文
化
祭

　

市
内
の
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
合
唱
・
合
奏
、
吹
奏
楽
、
童
話
発
表
な
ど
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
部
門
と
絵
画
や
工
作
、
習
字
作
品
な
ど
に

よ
る
展
示
部
門
を
発
表
し
ま
す
。

と　

き　

展
示
部
門　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
部
門　

11
月
27
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

問
合
せ　

八
代
青
少
年
育
成
会
☎
32
３
１
１
７

　
　
　
　

学
校
教
育
課
☎
30
１
６
７
３

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
正
し
い

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
未
だ
に
残
る

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
40
分

と
こ
ろ　

熊
本
テ
ル
サ

内　

容　

帯
山
西
小
学
校
や
菊
鹿
中
学
校
、
熊
本
大

　
　
　
　

学
に
よ
る
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
の
発

　
　
　
　

表
。
回
復
者
と
家
族
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー

　
　
　
　

ク
や
歌
の
弾
き
語
り
な
ど
。

申
込
み　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
参
加

　

申
込
書
を
提
出
。「
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
２
０
１
６
」

　

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
１
０

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

【
主
催
講
座
】

■
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座  

無
料
体
験

　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
り
、
ス

ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
2
㈬
・
９
㈬
・
16
㈬
・
30
日
㈬
の
い

　
　
　
　

ず
れ
か
1
日　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代 

体
育
室

費　

用　

無
料

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、飲
料
水
、タ
オ
ル

申
込
み
　
当
日
、
事
務
局
で
受
け
付
け
。

【
短
期
講
座
】

■
健
康
講
座  

１
０
０
歳
ま
で
歩
け
る
身
体
作
り

　
　 

成
田
き
ん
さ
ん
を
１
０
７
歳
ま
で
歩
か
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

ク
ノ
ン
ボ
ー
ル
健
康
法

　

足
は
「
第
2
の
心
臓
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
人

間
の
身
体
に
と
っ
て
は
重
要
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

成
田
き
ん
さ
ん
を
１
０
７
歳
ま
で
歩
か
せ
た
久
野
信

彦
ト
レ
ー
ナ
ー
が
生
み
出
し
た
ク
ノ
ン
健
康
法
の
ク

ノ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
楽
し
く
、
簡
単
に
で
き
る
、

身
体
作
り
を
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
25
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代 

体
育
室

定　

員　

40
人

費　

用　

無
料

講　

師	

ク
ノ
ン
健
康
増
進
協
会
指
導
員

	

立
迫 

な
ぎ
さ 

氏

申
込
み	

11
月
2
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら
サ
ン
ラ

　

イ
フ
八
代
で
受
付
開
始
。
必
ず
申
し
込
み
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
短
期
講
座
】

■
お
も
て
な
し
料
理
講
座

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
お
も
て
な
し
の
料
理
と

し
て
役
立
つ
講
座
で
す
。

と　

き　

12
月
13
日
㈫

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代 

調
理
室

料　

理　

パ
エ
リ
ア
、サ
ー
モ
ン
パ
イ
、ス
ペ
ア
リ
ブ
、

　
　
　
　

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
、イ
チ
ゴ
の
タ
ル
ト
な
ど
。

定　

員　

20
人

費　

用　

１
５
０
０
円

申
込
み	

11
月
2
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
開

　

始
。
受
講
料
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
へ
申
し

　

込
み
。
電
話
申
込
不
可
。

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

　
　
　
　

☎
32
７
１
７
１

イ
ベ
ン
ト

↖

Yatsushiro 2016.11
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相
　
　
談

体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

　

八
代
城
跡
石
垣
に
写
る
映
像
が
皆
さ
ん
の
動
き
に

応
じ
て
変
化
し
ま
す
。

　

人
数
が
多
い
場
合
は
体
験
ま
で
時
間
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　

き　

12
月
10
日
㈯　

午
後
6
時
～
9
時

　
　
　
　
※
雨
天
時
は
延
期

と
こ
ろ　

八
代
城
跡
公
園
内（
国
史
跡
八
代
城
跡
内
、

　
　
　
　

厚
生
会
館
側
歩
道
周
辺
）

費　

用　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
合
せ　

県
立
大
学
石
橋
研
究
室

　
　
　
　

G isibasilab@
pu-kum

am
oto.ac.jp

厚
生
会
館
自
主
文
化
事
業 

熊
本
県
立
劇

場
文
化
事
業「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」

　

箏
・
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ピ
ア

ノ
が
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

で
融
合
し
た
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
ス
テ
ー
ジ
。異

色
コ
ラ
ボ
ユ
ニ
ッ
ト
が
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
空
間
で

魅
了
し
、ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

熊
本
県
科
学
研
究
物
展
示
会

　

県
内
の
児
童
生
徒
や
教
職
員
に
よ
る
科
学
研
究
物

な
ど
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
５
日
㈯
～
9
日
㈬

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

と
こ
ろ　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
熊
本
市
東
区
画
図
町
所
島
４
０
４-

１
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
４
４
）６
６
１
３

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
阻
害
す
る
市
の
施
策
や

事
業
に
関
し
て
、
市
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
（
弁

護
士
、
臨
床
心
理
士
）
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
精
神
的
・
身
体
的

特
設
人
権
相
談
所

　

人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。秘
密
厳
守
、相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
2
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

泉
支
所
２
階
会
議
室

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員　

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　
　
　
　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１

費　

用
（
全
席
指
定
）　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

　

厚
生
会
館
、
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン

　

タ
ー
、
氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、
や
つ
し
ろ
子

　

ど
も
劇
場

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
休
業
日
と
鏡
・
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー

　

で
は
、
土
日
・
祝
日
の
販
売
は
し
ま
せ
ん
。
ご
確
認
の
上
、

　

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
１
１
４

と　

き　

12
月
４
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
開
場

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
）
一　
　
　

般　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

厚
生
会
館
、
千
丁
文
化

　

セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
メ
ガ

　

ネ
の
み
や
ざ
き
、
庄
野
学
生
堂
八
代
店
、

　

珈
琲
店
ミ
ッ
ク
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
悩
み
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

ま
ず
は
、
人
権
政
策
課
ま
で
来
所
ま
た
は
電
話
、

メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１

G gender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

Yatsushiro 2016.11

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　

若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
、
日
々
の
不
安
や
心

配
事
な
ど
を
一
人
で
悩
ま
な
い
・

抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
※
外
来
待
合
室
に
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人
程
度

費　

用　

無
料

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

平
成
病
院
熊
本
県
認
知
症
疾
患

　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
☎
32
８
１
７
１

広　　告
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図 書 館 催し物案内（11月）
行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

えいご de おはなし会 5日㈯ 午前11時30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 8日㈫ 午前11時～ 語り手：図書館員

０・１・２歳児向けおはなし会 10日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 5・12・19・26日㈯ 午後3時～

図書館講座 9日㈬ 午前10時30分～ 「運慶にまなぶ日暮し」　講師：小山一廣 氏

文学散歩へ出かけませんか！阿蘇の旅 12月9日㈮ 定員：先着40人、費用：1人4,000円（昼食代込）
※参加申込は11月7日㈪から受付開始。直接または電話で本館まで。定員に達し次第、受付終了。

「大人のぬり絵」 3日㈭ ①午前10時30分～、②午後1時30分～ 対象：一般、定員：先着20人（要申込み）、参加者限定土産あり

「妙見祭おはなし会」 6日㈰ 午前11時～ 電子図書「みよちゃんとガメさん」初公開。
作者の石本愛さんによる読み聞かせ。

図書館シネマ 13日㈰ 午後2時～ 上映「牛と一緒に7泊 8日」

毎月 DVD シネマ 25日㈮ 午前10時30分～ 歴史 ･文学 ･芸術などさまざまなジャンルのDVDを上映

おはなしバイキング 13・20・27日㈰ 午前11時～ 語り手：図書館員

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）21日㈪ 午前10時30分～、28日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
5･12･26日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

19日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

スペシャルおはなし会 3日㈭ 午後2時～ おはなし会、工作など　※申込不要

工作「手形アート」 6日㈰ 午後1時～ 手形を利用した壁飾り作り　※申込不要（どなたでも参加可）

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ）4･18日㈮ 午前11時～ 語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 6日㈰ ･12･26日㈯ 午後2時～ 語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんおはなし会 5･19日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

電子図書のおはなし会 3日㈭ 午前11時～ デジタル絵本の読み聞かせ

　施設点検休館日　市立図書館本館：25日㈬、せんちょう図書館：10日㈫、かがみ図書館：25日㈬

▶ 1日㈫ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　　  ▶ 2日㈬ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 4日㈮ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　　  ▶ 7日㈪ 9:40竹原県職住宅 10:10日本製紙太田郷社宅 10:40日本製紙日置社宅
▶ 8日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 　  ▶ 9日㈬ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 10日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　　 ▶ 14日㈪ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地 

▶ 15日㈫ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12番八協連 14:35 井揚団地　　 ▶ 16日㈬ 13:15 八竜小 14:10 JA坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 17日㈭ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場　　　　　　 ▶ 18日㈮ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ
▶ 22日㈫ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40きぼうの里たいよう　 ▶ 25日㈮ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 28日㈪ 9:40 総合体育館 10:10東中洲公園 10:40あさひ園　 　　　　　　　 ▶ 29日㈫ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前 9時 30 分～午後８時（土日祝午後７時）

問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館　☎52-5567

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰
は
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
よ
る
被
害
や
職
場
な
ど
で
の

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
　
　
　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

相
談
電
話　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　
　
　
　

☎
32
２
６
５
４

Yatsushiro 2016.11

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期　　間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H27年9月 1,418ｔ 454ｇ
H28年9月 1,310ｔ 422ｇ
比　　較 ー108ｔ ー 32ｇ

期 間（12ヶ月）燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年 8月～22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H27年 9月～28年 8月 17,067ｔ 451ｇ
比　　較 －2,060ｔ － 31ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較  （人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

広　　告



27 Yatsushiro 2016.11

広　　告

広　　告

広　　告

広　　告



28Yatsushiro 2016.11

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

世
界
三
大
ク
ル
ー
ズ
会
社
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
所
有
の
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」（
総
ト
ン
数

11
・
5
万
ト
ン
、
全
長
２
９
０
ｍ
、
乗
客
定
員

２
７
０
６
人
）
が
、
9
月
15
日
、
八
代
港
に
初

寄
港
し
ま
し
た
。

　

入
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
同
社
の
ジ
ャ
パ
ン

オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の

堀
川
悟
代
表
取
締
役
社
長
が
、「
観
光
地
と
し

て
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
熊
本
の
復
興
に
少
し
で

も
お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
激
励
。
セ

レ
モ
ニ
ー
後
は
、
松
高
幼
稚
園
の
園
児
ら
市
民

約
１
０
０
人
が
船
内
見
学
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
秀

岳
館
高
校
の
生
徒
に
よ
る
雅
太
鼓
の
演
奏
で
、

次
の
寄
港
先
で
あ
る
横
浜
港
へ
の
船
出
を
華
や

か
に
見
送
り
ま
し
た
。

▲八代港に初寄港したダイヤモンド・プリンセス

ダイヤモンド・プリンセス
八代港に初寄港

　

10
月
12
日
、
ゼ
ン
リ
ン
の
檜
垣
晋
一
朗
九
州

第
二
エ
リ
ア
統
括
部
長
ら
5
人
が
市
役
所
鏡
支

所
を
訪
れ
、
市
と
ゼ
ン
リ
ン
の
間
で
「
災
害
時

に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協

定
書
」
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
災
害
時
に
お
け
る
ゼ
ン
リ
ン
住
宅

地
図
冊
子
を
計
15
冊
（
市
域
別
3
冊
×
5

部
）、
八
代
市
包
括
広
域
地
図
を
5
部
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
図
情
報
の
無
償
供

給
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
。
本
協
定
に
よ
り

本
市
は
、
ゼ
ン
リ
ン
か
ら
事
前
に
地
図
を
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
、
直
ち
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
住
宅

地
図
の
複
製
利
用
承
諾
を
行
う
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
災
害
対
応
を
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

▲調印後に握手を交わす檜垣晋一朗部長（左）と中村博生市長

災害時に地図製品などを供給
ゼンリン スムーズな災害対応を支援

　

10
月
3
日
、
東
京
に
本
社
を
置
く

「
Ｔト

ン

ト

ン

ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」
の
今
川
博
貴
代
表
取
締
役

社
長
が
県
庁
を
訪
れ
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と

で
本
市
と
立
地
協
定
を
締
結
し
、
調
印
を
行
い

ま
し
た
。

　

Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
は
不
動
産
・
飲
食
事
業
を
展

開
す
る
会
社
で
す
が
、
今
回
「
法
律
に
関
す
る

相
談
受
付
等
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
事
業
を
新

設
し
、
本
市
に
熊
本
事
務
所
と
し
て
進
出
す
る

予
定
で
す
。

　

本
市
の
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
誘
致
と
し
て
は
初

め
て
の
事
例
で
、20
人
の
新
規
雇
用
を
計
画
し
て

い
ま
す
。今
川
社
長
は「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
候

補
地
を
選
定
し
て
い
た
際
に
、熊
本
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。復
興
の
た
め
熊
本（
八
代
）に
進
出
し

た
い
と
決
意
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

※
操
業
開
始
は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲調印後に固い握手を交わす今川博貴代表取締役社長（中央）ら

コールセンターが八代市に新設
TonTon 立地協定調印式

　

現
在
、施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
シ
キ
さ
ん
。

若
い
頃
は
福
岡
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、建
設
業

と
農
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。人
の
特
徴
を
覚

え
る
の
が
得
意
で
、よ
く
施
設
職
員
に
あ
だ

名
を
つ
け
て
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
、１
日
３
杯
飲
む
と

い
う
シ
キ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、「
お
喋
り

を
し
て
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
」。

　

佐
賀
県
で
11
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
育
っ
た
リ
リ
さ
ん
。教
員
免
許
を

取
得
後
、結
婚
を
機
に
八
代
へ
移
り
住
み
、八

代
第
一
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
手
芸
で
、60
歳
頃
ま
で
刺
繍
な
ど

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で

も
食
べ
る
こ
と
」。

100 歳おめでとうございます

松本 シキ さん
（葭牟田町）

大正 5 年 9 月 20 日生

本田 リリ さん
（北の丸町）

大正 5 年 9 月 26 日生
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種山石工・橋本勘五郎
TKUドラマ製作発表

結婚50周年を記念
金婚夫婦表彰式

一席は中島良一さん
フォトコンテスト表彰式

準備よし！あなたを守る反射材
秋の全国交通安全運動出発式

全国ホープス卓球大会 女子団体3位
ヒゴ鏡卓球クラブ

下水道の普及と適切な活用を目指して
下水道促進ポスターコンクール

▲関係者による制作発表▲金婚を祝し、表彰状を授与▲一席「今年も、元気、陽気」

▲市内各地へ一斉パトロールに出発▲報告に訪れた監督と選手ら▲市長賞を受賞した光永周平さん
　

9
月
21
日
、ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
で
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
出
発
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、八
代
警

察
署
と
市
を
は
じ
め
、関
係
機
関
な
ど
が
一
堂
に
集
ま

る
こ
と
で
、運
動
が
効
果
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、

広
く
市
民
に
周
知
し
、意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、中
村
博
生
市
長
が
「
事
故
の
な
い
、安
心

安
全
な
八
代
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。そ

の
後
、白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
隊
は
市
内
各
所
へ
パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
発
し
、関
係
団
体
は
啓
発
グ
ッ
ズ
や
反
射
材
な

ど
の
着
用
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

8
月
13
日
に
東
京
体
育
館
で
「
第
34
回
全
国
ホ
ー
プ

ス
卓
球
大
会
」が
行
わ
れ
、女
子
団
体
で
3
位
に
な
っ
た

ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
所
属
の
小
学
生
4
人
が
、9
月
21

日
に
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、中
村
博
生
市
長
に
大
会

結
果
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、平
成
21
年
と
同
25
年
に
準
優
勝
し
て

お
り
、今
回
3
年
ぶ
り
の
3
位
入
賞
で
す
。竹
本
泰
彦

監
督
は
「
選
手
た
ち
が
と
て
も
頑
張
っ
て
く
れ
た
。目

標
は
日
本
一
な
の
で
、来
年
以
降
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」。文
政
小
4
年
の
中
西
由
夢
さ
ん
は
「
3
位
に
な
れ

て
嬉
し
か
っ
た
。今
後
も
練
習
を
し
て
、日
本
代
表
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」と
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

　

9
月
22
日
、
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
下
水
道
の
日「
下
水
道
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
9
月
10
日
の
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
、
作
品
を
通
じ
て
下
水
道
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
、
下
水
道
の
普
及
と
適
切
な
活
用

を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
の
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
か
ら

１
０
１
点
の
作
品
が
応
募
。
市
長
賞
に
選
ば
れ
た
千
丁

中
3
年
の
光
永
周
平
さ
ん
は
、「
下
水
道
を
利
用
す
る

こ
と
で
八
代
の
自
然
や
農
作
物
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
思
い
で
描
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

9
月
16
日
、
東
陽
石
匠
館
で
Ｔ
Ｋ
Ｕ
ド
ラ
マ
「
絆
を

通
し
た
種
山
石
工
・
橋
本
勘
五
郎
～
明
日
に
架
け
る
橋

～
」
の
制
作
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
が
県
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る「
種
山

石
工
の
里
交
流
事
業
」の
中
核
事
業
で
、テ
レ
ビ
熊
本「
郷

土
の
偉
人
第
24
作
」と
し
て
制
作
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

橋
本
勘
五
郎
は
東
陽
町
に
生
ま
れ
、
霊
台
橋
や
通
潤

橋
な
ど
を
建
造
。明
治
6
年
に
は
明
治
政
府
に
招
か
れ
、

東
京
で
は
万
世
橋
や
浅
草
橋
な
ど
の
石
橋
を
架
け
、
日

本
一
の
石
工
集
団
で
あ
る
種
山
石
工
の
名
を
全
国
に
轟

か
せ
た
郷
土
の
偉
人
で
す
。

※
10
月
30
日
の
午
後
4
時
5
分
か
ら
の
放
送
で
す
。

　

9
月
16
日
、市
と
熊
本
日
日
新
聞
社
の
共
催
に
よ

る
「
第
58
回
八
代
市
金
婚
夫
婦
表
彰
式
」が
や
つ
し
ろ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、金
婚
を
迎
え
た
市
内

２
５
１
組
の
夫
婦
が
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、社
会
の
発
展
と
家
族
の
幸
せ
を
願
い
、お
互
い

に
励
ま
し
、い
た
わ
り
合
い
な
が
ら
、平
和
で
豊
か
な
日
本

を
築
い
て
き
た
夫
婦
の
結
婚
50
周
年
を
祝
う
も
の
で
す
。

　

各
地
区
代
表
6
組
の
夫
婦
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た

後
、代
表
し
て
坂
本
町
の
谷
口
安
彦
さ
ん
・
絹
代
さ
ん

夫
婦
が
「
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
を
思
い
や
り
、健
康
に

気
を
つ
け
な
が
ら
明
る
く
生
活
し
て
い
き
ま
す
」と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

9
月
16
日
、「
八
代
く
ま
川
祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」の
表
彰
式
が
市
役
所
鏡
支
所
で
行
わ
れ
、中
村
博
生

市
長
が
入
賞
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
29
人
１
２
９
作
品
の
中
か
ら
9
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。一
席
は
中
島
良
一
さ
ん
の『
今
年
も
、元
気
、

陽
気
』。夜
の
お
祭
り
の
雰
囲
気
も
出
て
お
り
、笑
顔
と

躍
動
感
に
溢
れ
て
い
て
、構
図
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
点
な

ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
評
を
行
っ
た
熊
本
日
日
新
聞
社
の
平
岡
義
裕
八
代

支
社
長
は
「
参
加
し
て
い
る
人
の
表
情
が
良
く
、く
ま

川
祭
り
の
楽
し
さ
を
市
内
外
に
伝
え
る
写
真
が
た
く
さ

ん
揃
っ
て
い
た
」と
話
し
ま
し
た
。
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の だいわま ち
九月は日奈久で山頭火

山頭火ウォーク
20年以上献血に貢献
献血功労団体表彰

緊急災害に活用して
防災向けプロパンガス発電機

秋の新作を発表
ジビエ料理

八代から出雲・松江3日間の旅
飛鳥Ⅱ出港

やつしろ全国花火を切手に
オリジナルフレーム切手

▲種田山頭火に扮した実行委員を先頭に出発▲表彰された代表者▲受贈式に訪れた関係者ら

▲ジビエ料理を試食する参加者▲秀岳館高校生徒による演舞と吹奏楽で見送り▲表敬訪問した郵便局関係者ら
　

10
月
5
日
、さ
か
も
と
温
泉
セ
ン
タ
ー
ク
レ
オ
ン
で

「
ジ
ビ
エ
料
理
秋
の
新
作
発
表
会
」が
あ
り
、地
元
自
治

協
議
会
や
観
光
関
係
者
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
く
ま
も
と
ジ
ビ
エ
料
理
フ
ェ
ア
２
０
１
６

秋
」の
参
加
に
伴
い
、同
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ビ
エ
料
理

の
資
質
向
上
と
食
堂
の
利
用
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
メ
ニ
ュ
ー
は
猪
肉
を
使
用
し
た
竹
輪
焼
き

や
鹿
の
つ
み
れ
汁
な
ど
7
品
や
以
前
か
ら
提
供
し
て
い

る
鹿
の
味
噌
煮
な
ど
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

今
後
、参
加
者
の
意
見
を
参
考
に
改
良
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
11
月
か
ら
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

10
月
8
日
、飛
鳥
Ⅱ
が
八
代
港
を
発
着
と
す
る
出
雲
・

松
江
3
日
間
の
旅
に
向
け
出
港
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鶴
屋
百
貨
店
が
企
画
し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
ク

ル
ー
ズ
で
、同
日
に
行
わ
れ
た
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

鶴
屋
百
貨
店
の
久
我
彰
登
代
表
取
締
役
社
長
や
中
村
博

生
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
飛
鳥
Ⅱ
を
見

送
り
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
村
市
長
が
「
快
適
な
船
旅
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」。
同
百
貨
店
の
久
我
社
長
は「
こ

の
3
日
間
は
飛
鳥
Ⅱ
で
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
帰
っ
て

か
ら
も
家
族
に
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
出
港
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
日
本
郵
便
九
州
支
社
の
藤
田
浩
司
熊
本

県
本
部
長
ら
９
人
が
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、「
や
つ

し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
」
と
「
ポ
ス
ト
募
金
」
で
集
ま
っ
た
寄
附
金
を
中
村

博
生
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の
1
つ

と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
過
去
に
行
わ
れ
た
同
大

会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
た
写
真
10
枚
が
１

シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
市
長
は
「
復
旧
復
興

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
る
。
ご
厚
意
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
花
火
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

9
月
25
日
、山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
市
内
外
か
ら
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」の
イ
ベ
ン
ト

の
1
つ
で
、放
浪
の
俳
人
・
種
田
山
頭
火
が
八
代
か
ら

日
奈
久
ま
で
歩
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」と
い
う
掛
け
声
を
合
図
に
球
磨
川

河
川
緑
地
を
出
発
。山
頭
火
の
よ
う
に
俳
句
を
作
り
な

が
ら
、国
指
定
名
勝
の
水
島
を
通
り
、ゴ
ー
ル
の
日
奈
久

温
泉
神
社
ま
で
約
13
㎞
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
4
回
目
の
参
加
の
松
山
マ
リ
コ
さ
ん
は
、「
景

色
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
楽
し
み
」と
話
し
ま
し
た
。

　

9
月
28
日
、市
役
所
鏡
支
所
で
献
血
功
労
団
体
に
対

す
る
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、八
代
税
務
署
に
金
色
有

功
章
、Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
九
州
製
造
所
に
日
本
赤
十
字
社
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
色
有
功
章
は
、20
年
以
上
継
続
的
に
献
血
に
協
力

あ
る
い
は
献
血
の
推
進
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
体
に

対
し
て
、日
本
赤
十
字
社
長
感
謝
状
は
、金
色
有
功
章
受

章
後
も
10
年
以
上
継
続
的
に
功
労
の
あ
っ
た
団
体
に
対

し
て
授
与
さ
れ
ま
す
。代
表
し
て
同
九
州
製
造
所
の
吉

田
洋
喜
安
全
衛
生
管
理
室
長
は
「
就
業
時
間
内
で
の
献

血
は
、参
加
者
の
確
保
が
難
し
い
が
、こ
れ
か
ら
も
協
力

し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

八
代
市
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合
か
ら
「
防
災
向
け

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
発
電
機
」
が
市
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
9
月
28
日
、
同
組
合
員
5
人
が
市
役
所
鏡
支
所

を
訪
れ
、
中
村
博
生
市
長
に
同
発
電
機
1
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。同
組
合
か
ら
は
4
台
目
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
発
電
機
は
、
災
害
時
に
お
け
る
救
護
所
の
１

つ
で
あ
る
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
迅
速
な
応
急
対
応
に
役
立
て
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
同
協
同
組
合
の
伊
藤
利
昭
理
事
が
中
村

市
長
に
目
録
を
贈
呈
。
中
村
市
長
か
ら
は
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
理
事
は
「
災
害
時
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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伝言板
伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★1月号の掲載申込は、11/1 ㈫～ 25 ㈮です。

◎日本フィルハーモニー交響楽団
　弦楽アンサンブルコンサート
日時／ 11月28日㈪ 午後7時開演
場所／厚生会館
内容／ヴィヴァルディ「四季」など
費用／全席指定（Ｓ席 5000円、Ａ席

4000円）※当日は各 500円増
問合せ／ＮＰＯ法人 You 倶楽部事務局

　☎ 34-1516

◎オヤジバンドメンバー募集
日時／第 1・3 木曜日 午後8時～ 10時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／ＧＳのコピーバンド。初心者歓迎。
問合せ／入江☎ 080-5249-7372

◎お手紙タイムカプセル
日時／ 12月31日㈯まで受付中
内容／ 2020年の自分や身近な人へ想い

を伝えませんか
費用／ 1通 100円（切手代含む・定型

50g まで・1 人何通でも可）
その他／お届け予定日 2020年7月1日
申込・問合せ／ 2020年みんなのお手紙

　　　　タイムカプセル実行委員会
　　　　　　潮﨑☎ 65-9990

◎熊本県社会福祉士会八代ブロック講演会
日時／ 11月26日㈯ 午後2時～ 4時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／演題「熊本地震 これまでとこれから」～社

会福祉士としての活動を通してみえるもの～
定員／ 50人　費用／無料（要申込）
問合せ／熊本県社会福祉士会八代ブロック

　☎ 090-2087-2646

◎第14回定期演奏会 女声合唱やつしろ
日時／ 11月27日㈰ 午後2時30分開演
場所／やつしろハーモニーホール
定員／ 500人　費用／ 500円
申込・問合せ／中村☎ 33-7339

◎酒害に悩んでいる皆さんへ
日時／毎週土曜日 午後7時30分～ 9時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／アルコールで悩んでいる人や家族

の体験談・相談
問合せ／ＮＰＯ法人熊本県断酒友の会
　　　八代支部　岩本☎ 32-9658

◎水引幕に魅せられて ･･･ 八代妙見祭への想い
日時／ 11月19日㈯ 午後2時開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／神幸行事への親しみと理解を深

め、ユネスコ文化遺産登録への関心
と盛り上がりをはかるための講演会

定員／ 500人　費用／無料（申込不要）
問合せ／八代史談会　原岡
　　　☎ 090-2688-2441

◎マタニティスイミング教室
日時／ 11月1日㈫～ 12月27日㈫までの

毎週火・金・土曜日 午前11時30分～
午後0時30分（祝日、5 週目は休み）

場所／ＫＳ G 八代
内容／マタニティ時の運動不足、ストレス解消に
対象／妊婦（16 週以上経過している人）
定員／ 8人（先着順）
費用／ 1 回 500 円（3 回まで利用可）
その他／産婦人科医の当スクール指定許

可証明書が必要。
問合せ／ＫＳＧ八代☎ 32-1110

◎ボランティア園児無料英会話指導
日時／ 11月17日㈭から毎週火・木曜日 
　　午後5時40分～ 6時10分
場所／ＩＥＣ熊本国際大学校
内容／児童英語検定合格指導など
対象／園児（3歳～ 6歳）　
定員／各クラス 15人
費用／補助教材費 2000 円（年間）
　　諸経費 1000 円（月額）
問合せ／同校園児英会話担当係
　　　☎ 35-5430

◎シャディ東京画廊ギャラリー
【第25回熊本奎星会書道展】
日時／ 11月2日㈬～ 8日㈫ 
　　午前10時～午後5時　最終日は午後4時まで
内容／書を展示。入場無料。

【第10回さわやか大学八代校ＯＢ会作品展】
日時／ 11月11日㈮～ 18日㈮ 
　　午前10時～午後5時
　　11日㈮は午後1時～ 5時
　　18日㈮は午前10時～正午
内容／絵画、写真など展示。入場無料。

【新葉彩画 光と影展】
日時／ 11月23日㈬～ 29日㈫ 
　　午前11時～午後5時　最終日は午後4時まで
内容／葉彩画を展示。入場無料。
場所／シャディ東京画廊 2 Ｆギャラリー
問合せ／同画廊☎ 39-7133

◎チャリティーバザー
日時／ 11月19日㈯ 午前11時～
場所／宗弘駐車場前（本町二丁目）
内容／食料品、衣類、日用品など出品。
問合せ／国際ソロプチミスト八代
　　　前田☎ 090-2859-0055

◎小原流八代支部南地区～みんなの花展～
日時／ 11月26日㈯ 午前10時～午後5時
　　　11月27日㈰ 午前10時～午後4時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／クリスマス花やお正月花など展示。
問合せ／溝口☎ 34-4581

◎スポーツによる復興支援イベント in まつたか
日時／ 11月20日㈰ 午前8時30分開会
場所／松高小学校体育館
内容／ニュースポーツ 4 競技
対象／どなたでも　費用／無料
定員／ 15 チーム程度（1 チーム 10 人～ 15 人）
その他／子どもだけでの参加は不可。保

　護者同伴。
申込締切／ 11月15日㈫
問合せ／市体育協会☎ 62-8130

◎糖尿病週間と第51 回市民公開講座
日時／ 11月9日㈬ 
　　午後1時30分～4時 無料健診
　　午後6時～ 講演「最近の糖尿病治療」
場所／熊本総合病院　費用／無料
問合せ／同病院☎ 32-7111

◎そよ風パークと古事記のたび
日時／ 11月11日㈮ 午前8時～午後5時
場所／代陽公民館集合
内容／そよ風パークと古事記の地を巡る
定員／ 28人　
費用／ 4000円（会員は 3000円）
申込・問合せ／八代市生涯学習クラブ
　　　　　　有野☎ 38-3450 ◎糖尿病週間行事・医療安全推進週間について

【糖尿病週間行事】
日時／① 11月15日㈫、16日㈬ 
　　　午前 9 時 30 分～正午
　　　無料血糖測定・相談・食品展示
　　② 11月16日㈬ 午後2時～ 3時30 分
　　　講演会

【医療安全推進週間】
日時／ 11月20日㈰～ 26日㈯ 
　　午前8時15分～午後5時
　　医療安全への取り組み紹介など
対象／どなたでも　費用／無料
場所／熊本労災病院
問合せ／同病院☎ 33-4151

◎ペアレントメンターについてのお話
日時／ 12月1日㈭ 午前 10 時～正午
場所／スイートカフェ・まーぶる
定員／ 20 人
費用／飲食代として 200 ～ 400 円
問合せ／グリーンコープ生協くまもと県

　南地域本部☎ 34-4211

◎八代工業高校文化祭
日時／ 11月5日㈯ 午前9時～ ステージ
　　　午前10時30分～午後2時 
　　　ものづくり体験や展示、バザーなど
場所／八代工業高校
問合せ／同高校☎ 33-2663

◎熊本高等専門学校 講座受講生募集
日時／① 12月3日㈯、10日㈯、17日㈯

の全 3回 午前 9 時～午後5時
　　　② 12月17日㈯ 午前10時～午後4時
場所／熊本高等専門学校（八代キャンパス）
内容／① 3D ｰ CAD による設計・試作講座
　　　②放射線測定実習と放射線飛跡の観察
対象／①社会人・一般　②関心のある人
定員／① 16 人　② 20 人
費用／① 3000 円　② 1000 円
申込締切／① 11月11日㈮ ② 11月25日㈮
問合せ／同校（熊本キャンパス）
　　　☎ 096-242-6433

◎中九州短期大学　公開講座
【第1回】 講師：深町氏　
日時／ 11月26日㈯ 午前9時～ 11時
内容／パソコンを使って年賀状を作ろう
定員／ 20 人　費用／ 100 円

【第2回】第1部講師 :田邊氏　第2部講師 :森本氏
日時／ 12月3日㈯
　　　1部 : 午前9時～ 10時10分
　　　2部 : 午前10時30分～ 12時30分
内容／ 1部 : クリスマスソングをハンドベルとともに
　　　  2 部 : 消しゴムはんこをつくろう
定員／各10人　費用／ 1部 : 無料　2 部 :100 円
場所／中九州短期大学
問合せ／同大学公開講座係☎ 34-7651
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も
う
す
ぐ
妙
見
祭
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
ひ
か
え
、
今
年
は
例

年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
国
指
定
名
勝
・
松
浜
軒
の
松
井
文

庫
展
示
場
で
も
、
妙
見
祭
を
描
い
た
絵

巻
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
延
長
40
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
紙
面

に
は
、
獅
子
を
先
頭
に
、
飾
馬
、
神
輿
、

笠
鉾
な
ど
が
、
動
画
の
よ
う
に
次
々
と

あ
ら
わ
れ
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
例
え

ば
笠
鉾
の
飾
り
窓
の
模
様
ま
で
描
き
だ

す
細
や
か
さ
や
人
物
の
表
情
ま
で
描
き

分
け
る
確
か
な
画
技
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
行
列
の
出
し
も
の
を
漏
れ
な
く
描

く
こ
と
に
よ
る
「
記
録
性
」
が
備
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

　
　

「
妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
」 

　
　

江
戸
時
代
の
ま
つ
り
が
蘇
る

　

本
作
は
、
松
井
家
に
仕
え
た
絵
師
・

青
井
郷ご

う
し
ゅ
う

秀
が
、弘
化
３
年
（
１
８
４
６
年
）

に
描
い
た
も
の
で
す
が
、
近
年
、
郷
秀

が
手
本
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
巻
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
絵

巻
は
、
郷
秀
の
師
で
あ
り
、
細
川
藩
の

御
用
絵
師
・
矢
野
派
の
一
翼
を
担
う
甲

斐
良よ

し
さ
と郷

が
描
い
た
も
の
で
、
約
２
０
０

年
前
の
盛
大
な
妙
見
祭
の
様
子
を
克
明

に
伝
え
る
貴
重
な
作
品
で
す
（
現
在
八

代
神
社
所
蔵
）。

　

い
ず
れ
も
松
井
家
当
主
の
依
頼
で
作

成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
妙
見
祭
に

寄
せ
る
松
井
家
の
「
想
い
」
が
伝
わ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
博
物
館
学
芸
員　

石
原 

浩
）

【
展
示
案
内
】

企
画
展　

「
妙
見
宮
祭
礼
絵
巻

　
　
　
　
　
　

 

／
松
井
家
の
茶
道
具
」

会
　
期
　
開
催
中
～
平
成
29
年
１
月
末

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
※
入
園
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
　
場
　
松
浜
軒

閉
園
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

　
　
　
　
の
翌
日
、
年
末
年
始
）

観
覧
料
　
一
　
　
般
　
５
０
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生
　
２
５
０
円

問
合
せ
　
松
浜
軒
／
松
井
文
庫

　
　
　
　
☎
33
０
１
７
１

（写真）
妙見宮祭礼絵巻より

と　き　平成29年1月15日㈰
　　　　開演：午後3時、開場：午後2時30分
ところ　鏡文化センター
入場券（全席指定）　未就学児入場不可
　　　　前売り 4,000 円、当日 4,500 円
　　　　※完売の場合、当日券の販売はありません。

発売日　11月8日㈫の午前10時から窓口で販売。
　　　　電話受付は同日午後 1 時からです。
プレイガイド　厚生会館☎32-3196
　　　　　　　千丁文化センター☎46-1888
　　　　　　　鏡文化センター☎52-1114
　　　　　　　※千丁・鏡文化センターでは、土日・
　　　　　　　　　 祝日の販売はありません。

主　催　ハンプトンジャパン、八代市
問合せ　鏡文化センター☎52-1114

鏡文化センター自主文化事業（共催事業）

八神純子コンサート
　There you are ～キミの街へ～


